
JP 2019-524338 A 2019.9.5

10

(57)【要約】
超音波検査の結果をレビューするためのシステムは、レ
ビューされる画像に対する強化されたコントロールを提
供する。レビュー／イメージングシステムは、ソノグラ
ファが選択したのとは異なるパラメータ設定を用いて生
成された追加の超音波画像、および、より早い段階の超
音波データ、のうちの１つ以上を含む付帯データを受信
する。超音波装置は、付帯データを取得して、それをレ
ビュー／イメージングシステムで利用できるようにする
ように構成され得る。レビュー／イメージングシステム
は、最適化された画像表示を得るための幅広い範囲の制
御オプションを、付帯データに基づいて提供し得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波イメージングシステムであって、
　少なくとも１つの超音波イメージング装置と、
　前記少なくとも１つの超音波イメージング装置とデータ通信する少なくとも１つのレビ
ュー及びイメージングシステムであって、前記少なくとも１つの超音波イメージング装置
からのデータを処理して、その結果として得られる画像を該少なくとも１つのレビュー及
びイメージングシステムのディスプレイに表示するように機能する前記少なくとも１つの
レビュー及びイメージングシステムと、を備え、
　前記少なくとも１つの超音波イメージング装置は、
　超音波送信器と、超音波トランスデューサから超音波のエコー信号を受信するように接
続された超音波受信器と、前記エコー信号を処理して画像データを生成するように構成さ
れた画像処理チェーンと、前記画像データを表示するように機能するディスプレイと、前
記画像データの品質に関わる１つ以上のパラメータに対するユーザ設定を受け取るように
機能するユーザインタフェースと、を有し、
　前記少なくとも１つの超音波イメージング装置は、
　前記画像データおよび付帯データを前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングシ
ステムで利用できるようにするように構成され、
　前記付帯データは、前記ユーザ設定とは異なる設定を用いて取得されたデータ、および
前記画像データよりも上流の前記画像処理チェーンの段階からのデータ、のうちの１つ以
上を含む、超音波イメージングシステム。
【請求項２】
　前記付帯データは、チャネル毎のＲＦデータ、合算されたライン毎のＲＦデータ、ライ
ン毎の検出データ、および走査変換前の画像データ、のうちの１つ以上を含む、請求項１
に記載の超音波イメージングシステム。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングステーションは、前記結果として得ら
れる画像の品質に関わる設定を調整するために操作可能なコントロールを提供するユーザ
インタフェースを有する、請求項１または２に記載の超音波イメージングシステム。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングステーションは、前記付帯データを処
理することで、使用できる設定を決定して、前記使用できる設定を表示するように構成さ
れている、請求項３に記載の超音波イメージングシステム。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェース
は、前記ユーザ設定で指定された撮像深度とは異なる撮像深度を選択するために操作可能
なコントロールを含む、請求項３または４に記載の超音波イメージングシステム。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェース
は、前記ユーザ設定で指定された送信フォーカスとは異なる送信フォーカスを選択するた
めに操作可能なコントロールを含む、請求項３～５のいずれか１項に記載の超音波イメー
ジングシステム。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェース
は、ゲインを調整するために操作可能なコントロールを含む、請求項３～６のいずれか１
項に記載の超音波イメージングシステム。
【請求項８】
　前記コントロールは、ライン毎にゲインを調整するために操作可能である、請求項７に
記載の超音波イメージングシステム。
【請求項９】
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　前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェース
は、送信周波数を調整するために操作可能なコントロールを含む、請求項３～８のいずれ
か１項に記載の超音波イメージングシステム。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの超音波イメージング装置は、
　送信周波数を自動的に変更し、変更された送信周波数で超音波エネルギーを送信するよ
うに前記超音波送信器を操作するとともに、対応するエコー信号を受信するように前記超
音波受信器を操作し、前記対応するエコー信号または前記対応するエコー信号を処理する
ことにより得られるデータを前記付帯データに含めるように構成されている、請求項１～
８のいずれか１項に記載の超音波イメージングシステム。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェース
は、前記送信周波数を調整するために操作可能なコントロールを含む、請求項１０に記載
の超音波イメージングシステム。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの超音波イメージング装置は、
　前記ユーザ設定を自動的に変更することで、変更された設定を取得し、超音波エネルギ
ーを送信するとともに、対応するエコー信号を受信し、前記エコー信号を処理する、よう
に構成されており、前記超音波エネルギーを送信すること、前記超音波エネルギーを受信
すること、および前記エコー信号を処理すること、のうちの少なくとも１つは、変更され
た設定に基づいている、請求項１～１１のいずれか１項に記載の超音波イメージングシス
テム。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの超音波イメージング装置は、複数の組の付帯データを順次に取得
するように構成されており、各組は、変更された異なる設定を用いて取得される、請求項
１２に記載の超音波イメージングシステム。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングシステムは、多段画像処理チェーンを
提供し、前記付帯データは、複数のデータタイプのうちの少なくとも１つのデータを含み
、前記複数のデータタイプは、前記少なくとも１つの超音波イメージング装置の画像処理
チェーンの対応する段階において存在し、前記少なくとも１つのレビュー及びイメージン
グシステムは、前記付帯データを、該データタイプに基づいて、前記多段画像処理チェー
ンのある段階に入力するように構成されている、請求項１～１３のいずれか１項に記載の
超音波イメージングシステム。
【請求項１５】
　前記付帯データは、前記少なくとも１つの超音波イメージング装置のコントロールレイ
アウトを指定するデータを含み、前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングシステ
ムは、前記少なくとも１つの超音波イメージング装置のコントロールレイアウトに基づい
て、前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングシステムのユーザインタフェースの
コントロールに機能を割り当てるように構成されている、請求項１～１４のいずれか１項
に記載の超音波イメージングシステム。
【請求項１６】
　前記付帯データは、前記少なくとも１つの超音波イメージング装置の画像処理チェーン
に含まれる１つ以上の画像処理アルゴリズムを指定するデータを含み、前記少なくとも１
つのレビュー及びイメージングシステムは、前記１つ以上の画像処理アルゴリズムを、前
記付帯データの処理において適用するように構成されている、請求項１～１５のいずれか
１項に記載の超音波イメージングシステム。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの超音波イメージング装置は、前記付帯データを指定するテーブル
を有する、請求項１～１３のいずれか１項に記載の超音波イメージングシステム。
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【請求項１８】
　前記少なくとも１つの超音波イメージング装置は、前記画像データをＤＩＣＯＭ形式で
符号化するように構成されたデータ符号器を有する、請求項１～１４のいずれか１項に記
載の超音波イメージングシステム。
【請求項１９】
　前記データ符号器は、前記付帯データをＤＩＣＯＭプライベートデータとして符号化す
るように構成されている、請求項１５に記載の超音波イメージングシステム。
【請求項２０】
　当該超音波イメージングシステムは、データストアを含むアーカイブシステムを備え、
　前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングシステムは、前記アーカイブシステム
から前記付帯データを取り出すように構成されている、請求項１～１９のいずれか１項に
記載の超音波イメージングシステム。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングシステムは、前記結果として得られた
画像を前記アーカイブシステムに送信するように構成されており、前記アーカイブシステ
ムは、前記結果として得られた画像を前記データストアに保存するように構成されている
、請求項２０に記載の超音波イメージングシステム。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングシステムは、
　データ通信ネットワークインタフェースと、
　前記データ通信ネットワークインタフェースを介して受信した、前記画像データと前記
付帯データとを含む超音波データを保存するように構成されたデータストアと、
　前記ユーザ設定とは異なる１つ以上のレビュー設定の入力をレビュアから受け取るよう
に機能するユーザインタフェースと、
　前記レビュー設定に基づいて、前記付帯データから選択すること、および前記付帯デー
タを処理することのうちの少なくとも一方を行うことで、レビュー画像を生成して、前記
レビュー画像を前記少なくとも１つのレビュー及びイメージングシステムのディスプレイ
に表示するように機能するコントローラと、を有する、請求項１または２に記載の超音波
イメージングシステム。
【請求項２３】
　超音波データのレビュー及びイメージングシステムであって、
　データ通信ネットワークインタフェースと、
　前記データ通信ネットワークインタフェースを介して受信した超音波データを保存する
ように構成されたデータストアであって、ユーザ設定を用いて超音波装置で取得した画像
データと、前記ユーザ設定とは異なる設定を用いて取得されたデータおよび前記画像デー
タよりも上流の前記超音波装置の画像処理チェーンの段階からのデータのうちの１つ以上
を含む付帯データと、を含む超音波データを保存するように構成された前記データストア
と、
　ディスプレイと、
　前記ユーザ設定とは異なる１つ以上のレビュー設定の入力をレビュアから受け取るよう
に機能するユーザインタフェースと、
　前記レビュー設定に基づいて、前記付帯データから選択すること、および前記付帯デー
タを処理することのうちの少なくとも一方を行うことで、レビュー画像を生成して、前記
レビュー画像を前記ディスプレイに表示するように機能するコントローラと、を有する、
レビュー及びイメージングシステム。
【請求項２４】
　前記付帯データは、チャネル毎のＲＦデータ、合算されたライン毎のＲＦデータ、ライ
ン毎の検出データ、および走査変換前の画像データ、のうちの１つ以上を含む、請求項２
３に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項２５】
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　当該レビュー及びイメージングステーションは、前記付帯データを処理することで、使
用できる設定を決定して、前記使用できる設定を表示するように構成されている、請求項
２３または２４に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項２６】
　当該レビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェースは、前記ユーザ設
定で指定された撮像深度とは異なる撮像深度を選択するために操作可能なコントロールを
含む、請求項２３～２５のいずれか１項に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項２７】
　当該レビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェースは、前記ユーザ設
定で指定された送信フォーカスとは異なる送信フォーカスを選択するために操作可能なコ
ントロールを含む、請求項２３～２６のいずれか１項に記載のレビュー及びイメージング
システム。
【請求項２８】
　当該レビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェースは、ゲインを調整
するために操作可能なコントロールを含む、請求項２３～２７のいずれか１項に記載のレ
ビュー及びイメージングシステム。
【請求項２９】
　前記コントロールは、ライン毎にゲインを調整するために操作可能である、請求項２８
に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項３０】
　当該レビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェースは、送信周波数を
調整するために操作可能なコントロールを含む、請求項２３～２９のいずれか１項に記載
のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項３１】
　前記１つ以上のレビュー設定に基づいて、超音波画像を生成するために、前記付帯デー
タを処理するように構成された１つ以上のデータ処理モジュールを備える請求項２３～３
０のいずれか１項に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項３２】
　前記付帯データは、超音波データ処理アルゴリズムを指定するデータを含み、前記コン
トローラは、前記画像処理アルゴリズムを実行するように前記１つ以上のデータ処理モジ
ュールを構成する、ように機能する、請求項３１に記載のレビュー及びイメージングシス
テム。
【請求項３３】
　前記ユーザインタフェースは、超音波キーボードを含む、請求項２３～３３のいずれか
１項に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項３４】
　前記付帯データは、コントロールレイアウトを指定するデータを含み、当該レビュー及
びイメージングシステムは、前記コントロールレイアウトに基づいて、当該レビュー及び
イメージングシステムのユーザインタフェースのコントロールに機能を割り当てるように
構成されている、請求項２３～３４のいずれか１項に記載のレビュー及びイメージングシ
ステム。
【請求項３５】
　前記データストアに前記超音波データを保存する前に、前記超音波データを復号化する
ように構成されたデータ復号器を有する、請求項２３～３４のいずれか１項に記載のレビ
ュー及びイメージングシステム。
【請求項３６】
　前記データ復号器は、ＤＩＣＯＭ復号器を含む、請求項３５に記載のレビュー及びイメ
ージングシステム。
【請求項３７】
　当該レビュー及びイメージングシステムは、画像解析器を有し、
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　前記画像解析器は、
　前記レビュー画像についての統計を取得すること、
　前記レビュー画像または前記レビュー画像内の領域を分類すること、
　前記レビュー画像を他の画像に融合すること、
　前記レビュー画像に基づく計測および計算のうちの少なくとも一方を実行すること、の
うちの１つ以上を実行するように機能する、請求項２３～３６のいずれか１項に記載のレ
ビュー及びイメージングシステム。
【請求項３８】
　当該レビュー及びイメージングシステムは、直列に接続された複数の段階を有する多段
画像処理チェーンを含み、前記コントローラは、前記付帯データに含まれるデータブロッ
クのタイプを特定して、前記データブロックのタイプに対応した複数の段階の１つを特定
し、前記データブロックを、前記レビュー画像を生成する処理のために、前記複数の段階
のうちの特定された１つに送るように構成されている、請求項２３～３７のいずれか１項
に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項３９】
　当該レビュー及びイメージングシステムは、前記付帯データに含まれるＲＦデータに対
してビームフォーミングを行うように機能する遅延和ビームフォーマを有する、請求項２
３～３８のいずれか１項に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項４０】
　当該レビュー及びイメージングシステムは、超音波送信器を備えていない、請求項２３
～３９のいずれか１項に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項４１】
　超音波データのレビュー及びイメージングシステムであって、
　データ通信ネットワークインタフェースと、
　前記データ通信ネットワークインタフェースを介して受信した超音波装置からの超音波
データを保存するように構成されたデータストアであって、ＲＦデータ、走査変換前の検
出データ、走査変換前の画像データ、および走査変換データのうちの２つ以上のタイプの
データを含む超音波データを保存するように構成された前記データストアと、
　ディスプレイと、
　レビュアからの１つ以上のレビュー設定の入力およびデータタイプの１つを処理のため
に選択する入力を受け取るように機能するユーザインタフェースと、
　前記レビュー設定に基づいて、前記選択されたデータタイプおよび前記レビュー設定に
基づく処理を前記超音波データに適用することで、レビュー画像を生成して、前記レビュ
ー画像を前記ディスプレイに表示するように機能するコントローラと、を備えるレビュー
及びイメージングシステム。
【請求項４２】
　前記コントローラは、前記選択されたデータタイプに基づいて、前記ユーザインタフェ
ースで選択できるようにするための１組のレビュー設定を決定するように構成されている
、請求項４１に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項４３】
　当該レビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェースは、ユーザ設定で
指定された撮像深度とは異なる撮像深度を選択するために操作可能なコントロールを含む
、請求項４１または４２に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項４４】
　当該レビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェースは、ユーザ設定で
指定された送信フォーカスとは異なる送信フォーカスを選択するために操作可能なコント
ロールを含む、請求項４１～４３のいずれか１項に記載のレビュー及びイメージングシス
テム。
【請求項４５】
　当該レビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェースは、ゲインを調整
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するために操作可能なコントロールを含む、請求項４１～４４のいずれか１項に記載のレ
ビュー及びイメージングシステム。
【請求項４６】
　前記コントロールは、ライン毎にゲインを調整するために操作可能である、請求項４５
に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項４７】
　当該レビュー及びイメージングステーションのユーザインタフェースは、送信周波数を
調整するために操作可能なコントロールを含む、請求項４１～４６のいずれか１項に記載
のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項４８】
　当該レビュー及びイメージングシステムは、超音波送信器を備えていない、請求項４１
～４７のいずれか１項に記載のレビュー及びイメージングシステム。
【請求項４９】
　超音波装置であって、
　超音波送信器と、
　超音波トランスデューサから超音波のエコー信号を受信するように接続された超音波受
信器と、
　前記エコー信号を処理して画像データを生成するように構成された画像処理チェーンと
、
　前記画像データを表示するように機能するディスプレイと、
　前記画像データの品質に関わる１つ以上のパラメータに対するユーザ設定を受け取るよ
うに機能するユーザインタフェースと、を備え、
　当該超音波装置は、レビュアによるレビューのために前記画像データおよび付帯データ
をエクスポートするように構成されており、前記付帯データは、前記ユーザ設定とは異な
る設定を用いて取得されたデータ、および前記画像データよりも上流の前記画像処理チェ
ーンの段階からのデータ、のうちの１つ以上を含む、超音波装置。
【請求項５０】
　前記付帯データは、チャネル毎のＲＦデータ、合算されたライン毎のＲＦデータ、ライ
ン毎の検出データ、および走査変換前の画像データ、のうちの１つ以上を含む、請求項４
９に記載の超音波装置。
【請求項５１】
　当該超音波装置は、
　送信周波数を自動的に変更し、変更された送信周波数で超音波エネルギーを送信するよ
うに前記超音波送信器を操作するとともに、対応するエコー信号を受信するように前記超
音波受信器を操作し、前記対応するエコー信号または前記対応するエコー信号を処理する
ことにより得られるデータを前記付帯データに含めるように構成されている、請求項４９
または５０に記載の超音波装置。
【請求項５２】
　当該超音波装置は、
　前記ユーザ設定を自動的に変更することで、変更された設定を取得し、超音波エネルギ
ーを送信するとともに、対応するエコー信号を受信し、前記エコー信号を処理するように
構成されており、前記超音波エネルギーを送信すること、前記超音波エネルギーを受信す
ること、および前記エコー信号を処理すること、のうちの少なくとも１つは、前記変更さ
れた設定に基づいている、請求項４９～５１のいずれか１項に記載の超音波装置。
【請求項５３】
　当該超音波装置は、複数の組の付帯データを順次に取得するように構成されており、前
記複数の組の各々は、変更された異なる設定を用いて取得される、請求項５２に記載の超
音波装置。
【請求項５４】
　前記付帯データは、当該超音波装置のコントロールレイアウトを指定するデータを含む
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、請求項４９～５３のいずれか１項に記載の超音波装置。
【請求項５５】
　前記付帯データは、当該超音波装置の画像処理チェーンに含まれる１つ以上の画像処理
アルゴリズムを指定するデータを含む、請求項４９～５４のいずれか１項に記載の超音波
装置。
【請求項５６】
　当該超音波装置は、前記付帯データを指定するテーブルを有する、請求項４９～５５の
いずれか１項に記載の超音波装置。
【請求項５７】
　当該超音波装置は、前記画像データをＤＩＣＯＭ形式で符号化するように構成されたデ
ータ符号器を有する、請求項４９～５６のいずれか１項に記載の超音波装置。
【請求項５８】
　当該超音波装置は、トリガイベントの検出に応じて、超音波エネルギーを送信するため
の前記超音波送信器の動作をトリガするように機能するトリガ処理回路を有する、請求項
４９～５７のいずれか１項に記載の超音波装置。
【請求項５９】
　超音波装置であって、
　トランスデューサと、
　超音波エネルギーを送信するために前記トランスデューサを駆動するように機能する送
信回路と、
　前記トランスデューサからエコー信号を受信するように接続された受信回路と、
　前記エコー信号を処理して超音波画像を生成するとともに、キャプチャコントロールの
操作時に前記超音波画像をデータストアに保存するように構成されたコントローラと、を
備え、
　前記コントローラは、さらに、前記キャプチャコントロールの操作時に、前記エコー信
号、および前記超音波画像を生成するための前記エコー信号の処理において該コントロー
ラで生成される中間データ、のうちの少なくとも１つを前記データストアに自動的に保存
するように構成されている、超音波装置。
【請求項６０】
　前記中間データは、ライン毎のＲＦデータ、ドプラデータ、およびフィルタリング後の
データ、のうちの少なくとも１つを含む、請求項５９に記載の超音波装置。
【請求項６１】
　レビューのための超音波画像を提示する方法であって、
　レビュー及びイメージングシステムにおいて、ユーザ設定を用いて超音波装置で取得さ
れた画像データと、付帯データと、を含む超音波データを取り出すことであって、前記ユ
ーザ設定とは異なる設定を用いて取得されたデータ、および前記画像データよりも上流の
前記超音波装置の画像処理チェーンの段階からのデータ、のうちの１つ以上を含む付帯デ
ータを含む、前記超音波データを取り出すこと、
　前記画像データを前記レビュー及びイメージングシステムのディスプレイに表示するこ
と、
　前記レビュー及びイメージングシステムのユーザインタフェースによって、前記ユーザ
設定とは異なるレビュー設定の入力を受け取ること、
　前記レビュー設定に基づいて、前記付帯データから選択すること、および前記付帯デー
タを処理することのうちの少なくとも一方を行うことで、レビュー画像を生成し、前記レ
ビュー画像を前記ディスプレイに表示すること、を備える方法。
【請求項６２】
　前記付帯データを処理することで、使用できる１組のレビュー設定を決定すること、
　前記使用できるレビュー設定を前記ユーザインタフェースで選択できるようにすること
、を備える請求項６１に記載の方法。
【請求項６３】
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　前記レビュー設定は、前記ユーザ設定で指定された撮像深度とは異なる撮像深度の選択
を含む、請求項６１または６２に記載の方法。
【請求項６４】
　前記レビュー設定は、前記ユーザ設定で指定された送信フォーカスとは異なる送信フォ
ーカスの選択を含む、請求項６１～６３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６５】
　前記レビュー設定は、ゲインの選択を含む、請求項６１～６４のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項６６】
　ライン毎に前記ゲインを調整することを備える請求項６５に記載の方法。
【請求項６７】
　前記レビュー設定は、送信周波数の選択を含む、請求項６１～６６のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項６８】
　前記レビュー設定は、アポダイゼーション関数の選択を含む、請求項６１～６６のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項６９】
　本明細書に記載の、いずれかの新規かつ有用な特徴、要素、特徴および／もしくは要素
の組み合わせ、または特徴および／もしくは要素のサブコンビネーション、を含む装置。
【請求項７０】
本明細書に記載の、いずれかの新規かつ有用なステップ、動作、ステップおよび／もしく
は動作の組み合わせ、またはステップおよび／もしくは動作のサブコンビネーション、を
含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波イメージング、医用超音波イメージングのための方法および装置、な
らびに取得済み超音波データのレビューを支援するための方法および装置に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　超音波画像を取得する検査室における典型的なワークフローでは、ある患者について、
ある特定のタイプの超音波検査を医師が要求し、その患者について、その要求された超音
波検査をソノグラファ（または「超音波検査技師」）が超音波装置を用いて実施し、その
患者の特定の画像を超音波装置で取得して、それらの取得された画像を超音波装置に保存
し、それらの保存された画像を病院内ネットワークのような施設全域ネットワークに転送
し、それらの超音波画像を、施設全域ネットワークに接続されたコンピュータを用いて医
師および／または専門医がレビューする。
【０００３】
　超音波装置に保存された後に施設全域ネットワークに転送される画像は、典型的には、
超音波装置における多段画像処理チェーンの最終段によって出力される。例えば、ほとん
どの超音波装置では、走査変換画像を保存するが、ライン毎の高周波（ＲＦ：Ｒａｄｉｏ
　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）データは保存しない。
【０００４】
　超音波検査から得られる画像は、不十分であるか、または診断的ではないことがあまり
にも多い。不十分である例として、不十分なゲイン、不適切な周波数、不適切な深度、不
適切な視野、不十分なズームが含まれるが、ただし、これらに限定されない。これらが不
十分であることによって、超音波画像をレビューする医師は、同じ患者についての超音波
検査を再度指示することを余儀なくされることがある。
【０００５】
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　現在利用できる画像保管通信システム（ＰＡＣＳ：Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ａｒｃｈｉｖｉｎ
ｇ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）は、計測およびアノテーショ
ンなどの基本的な画像レビュー機能を提供する。高度なＰＡＣＳシステムは、ゲインなど
の基本パラメータを調整可能とするコントロールを提供することがある。しかしながら、
ほとんどの超音波レビューステーションは、医師が超音波画像を正確に解析し、それらの
超音波画像に基づいて患者の病状を効率的に診断することを支援するための、超音波画像
を調整する選択肢をわずかしか提供しない。
【０００６】
　例えば、既存のレビューステーションは、超音波画像全体のゲインを変更する機能を提
供し得るが、ライン毎のゲインを変更する機能は提供しないことがある。
　ライブイメージングセッション後の超音波データの包括的レビューを支援する方法およ
びシステムが必要である。さらに、より包括的な超音波データを効率的に取得可能な方法
およびシステムも必要である。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明は、組み合わせて、個別に、さらには任意のサブコンビネーションで、適用され
得るいくつかの態様を有する。それらには、限定するものではないが、以下のものが含ま
れる。
【０００８】
　・　取得済み画像のレビュアが簡便にイメージング設定を変更して画像を最適化するこ
とを可能とするように構成されたレビュー／イメージングシステムを含むシステム。
　・　取得済みエコーデータのレビュアが簡便に新規画像を生成すること、および／また
はエコーデータから導出された画像を調整することを可能とするように構成されたレビュ
ー／イメージングシステムを含むシステム。
【０００９】
　・　新規画像の事後生成のため、そのような画像の最適化のため、ならびに／または超
音波画像の調整のために適用され得る付帯データを取得および保存するように構成された
超音波装置。
【００１０】
　・　様々に異なる超音波装置の制御をエミュレートするように構成可能である超音波レ
ビュー／イメージングシステム。
　・　超音波データおよび超音波画像の解析を支援するツールを含む超音波レビュー／イ
メージングシステム。
【００１１】
　・　レビュアがレビュー／イメージングシステムにおいてシステムパラメータを修正す
ることを可能とするように構成された超音波レビュー／イメージングシステム。
　・　本明細書に記載の超音波レビューステーションおよび／または超音波装置を含む医
療情報システム。
【００１２】
　例示的な一態様により、新規画像を生成すること、および／または生成済み超音波画像
を修正することが可能な超音波レビュー／イメージングシステムを提供する。このレビュ
ー／イメージングシステムは、オプションとして、画像に関する付帯情報を導出してレビ
ュアに提示するように機能する解析エンジンを有し得る。
【００１３】
　例示的な他の一態様により、超音波装置で生成された画像を修正するため、および／ま
たは超音波装置で取得・取り込み・保存済みの超音波データに基づいて全く新規の画像を
形成するための方法を提供する。超音波装置で生成された画像のみに基づく診断の場合と
は対照的に、この方法により提供する情報に基づいて、新たな診断がなされ得る。この方
法により、ライブイメージングセッションの終了後に実現し得る効果であって、繰り返し
検査するために患者を呼び戻す必要がないという効果が得られる。
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【００１４】
　本発明のいくつかの態様は、通常は超音波装置の外部に提供されないデータタイプのデ
ータを、超音波装置からアーカイブシステムまたはレビュー／イメージングシステムに転
送することを伴う。いくつかの実施形態では、そのようなデータは、医用デジタル画像通
信（ＤＩＣＯＭ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｉｍａｇｉｎｇ　ａｎｄ　ＣＯｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ　ｉｎ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅ）規格により提供される「プライベート」モードを用いて
送信する。プライベートモードでは、ＤＩＣＯＭ規格に準拠していない情報をシステムお
よび／または装置間で通信することが許され、これにより、「プライベート」データの送
受信が可能となる。プライベートなデータまたは情報は、発行されているＤＩＣＯＭ規格
の一部ではない任意のデータまたは情報（例えば、超音波装置設定、計算アルゴリズム、
高周波エコーデータ、走査変換データではない超音波データなど）であり得る。
【００１５】
　本発明の例示的な一態様により、少なくとも１つの超音波イメージング装置と、その超
音波イメージング装置とデータ通信する少なくとも１つのレビュー／イメージングシステ
ムと、を備える超音波イメージングシステムを提供する。レビュー／イメージングシステ
ムは、超音波イメージング装置からのデータを処理して、その結果として得られる画像を
レビュー／イメージングシステムのディスプレイに表示するように機能する。超音波イメ
ージング装置は、超音波送信器と、超音波トランスデューサから超音波エコー信号を受信
するように接続された超音波受信器と、エコー信号を処理して画像データを生成するよう
に構成された画像処理チェーンと、その画像データを表示するように機能するディスプレ
イと、画像データの品質に関わる１つ以上のパラメータに対するユーザ設定を受け取るよ
うに機能するユーザインタフェースと、を有する。超音波装置は、画像データおよび付帯
データをレビュー／イメージングシステムで利用できるようにする、ように構成されてい
る。付帯データは、ユーザ設定とは異なる設定を用いて取得されたデータ、および画像デ
ータよりも上流の画像処理チェーンの段階からのデータ、のうちの１つ以上を含む。例え
ば、付帯データは、チャネル毎のＲＦデータ、合算されたライン毎のＲＦデータ、ライン
毎の検出データ、走査変換前の画像データ、および走査変換後データ、のうちの１つ以上
を含むことがある。
【００１６】
　レビュー／イメージングステーションは、結果として得られる画像の品質に関わる設定
を調整するために操作可能なコントロールを提供するユーザインタフェースを有し得る。
レビュー／イメージングステーションは、付帯データを処理することで、使用できる設定
を決定して、使用できる設定を表示するように構成され得る。レビュー／イメージングス
テーションのユーザインタフェースは、使用できる設定の中から設定を選択するために使
用され得る。使用できる設定は、付帯データに含まれるデータの（１つ以上の）タイプに
応じて異なり得る。
【００１７】
　レビュー／イメージングステーションのユーザインタフェースは、以下のもののうちの
１つ以上を選択するために操作可能なコントロールを含み得る。
　・　ユーザ設定で指定された撮像深度とは異なる撮像深度；
　・　ユーザ設定で指定された送信フォーカスとは異なる送信フォーカス；
　・　ゲイン；
　・　送信周波数；
　・　アポダイゼーション関数。
【００１８】
　これらのコントロールは、ライン毎にゲインを調整するために操作可能であり得る。
　いくつかの実施形態では、超音波装置は、送信周波数を自動的に変更し、その変更され
た送信周波数で超音波エネルギーを送信するように送信器を操作するとともに、対応する
エコー信号を受信するように受信器を操作し、その対応するエコー信号または対応するエ
コー信号を処理することにより得られるデータを付帯データに含める、ように構成されて



(12) JP 2019-524338 A 2019.9.5

10

20

30

40

50

いる。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、超音波装置は、ユーザ設定を自動的に変更することで、変更
された設定を取得し、超音波エネルギーを送信するとともに、対応するエコー信号を受信
し、それらのエコー信号を処理する、ように構成されており、このとき、超音波エネルギ
ーを送信すること、超音波エネルギーを受信すること、およびエコー信号を処理すること
、のうちの少なくとも１つは、変更された設定に基づいている。例えば、超音波装置は、
複数セットの付帯データを順次に取得するように構成されてよく、それらのセットの各々
は、変更された異なる設定を用いて取得される。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、レビュー／イメージングシステムは、多段画像処理チェーン
を提供し、付帯データは、複数のデータタイプのうちの少なくとも１つのデータを含む。
それらの複数のデータタイプは、超音波装置の画像処理チェーンの対応する段階において
現れるものであり得る。レビュー／イメージングシステムは、付帯データを、そのデータ
のタイプに基づいて、多段画像処理チェーンのある段階に入力するように構成され得る。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、レビュー／イメージングシステムは、超音波装置をエミュレ
ートするための１つ以上の機構を提供し、例えば、付帯データは、超音波装置のコントロ
ールレイアウトを指定するデータを含んでよく、レビュー／イメージングシステムは、超
音波装置のコントロールレイアウトに基づいて、レビュー／イメージングシステムのユー
ザインタフェースのコントロールに機能を割り当てるように構成され得る。他の例として
、付帯データは、超音波装置の画像処理チェーンに含まれる１つ以上の画像処理アルゴリ
ズムを指定するデータを含んでよく、レビュー／イメージングシステムは、その１つ以上
の画像処理アルゴリズムを、その付帯データの処理において適用するように構成され得る
。
【００２２】
　データは様々な方法で符号化され得る。いくつかの実施形態では、超音波装置は、画像
データをＤＩＣＯＭ形式で符号化するように構成されたデータ符号器を有する。データ符
号器は、付帯データをＤＩＣＯＭプライベートデータとして符号化するように構成され得
る。
【００２３】
　このシステムは、データストアを含むアーカイブシステムを備え得る。レビュー／イメ
ージングシステムは、アーカイブシステムから付帯データを取り出すように構成され得る
。レビュー／イメージングシステムは、結果として得られた画像をアーカイブシステムに
送信するように構成されてよく、アーカイブシステムは、その結果画像をデータストアに
保存するように構成される。
【００２４】
　本発明の例示的な他の一態様により、超音波データのレビュー／イメージングシステム
を提供する。このレビュー／イメージングシステムは、データ通信ネットワークインタフ
ェースと、ディスプレイと、データストアと、コントローラと、を有する。ユーザインタ
フェースは、ネットワークインタフェースを介して受信した超音波データを保存するよう
に構成されている。その超音波データは、ユーザ設定を用いて超音波装置で取得した画像
データと、付帯データと、を含み、その付帯データは、ユーザ設定とは異なる設定を用い
て取得されたデータ、および画像データよりも上流の超音波装置の画像処理チェーンの段
階からのデータ、のうちの１つ以上を含む。ユーザインタフェースは、ユーザ設定とは異
なる１つ以上のレビュー設定の入力をレビュアから受け取るように機能する。コントロー
ラは、そのレビュー設定に基づいて、付帯データから選択および／または付帯データを処
理することで、レビュー画像を生成して、そのレビュー画像をディスプレイに表示するよ
うに機能する。このレビュー／イメージングシステムは、上記または本明細書の他の箇所
に記載の（１つ以上の）さらなる特徴を有し得る。
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【００２５】
　いくつかの実施形態では、ユーザインタフェースは、超音波キーボードを含む。
　このレビュー／イメージングシステムは、以下の１つ以上を実行するように機能する画
像解析器を有し得る。
【００２６】
　・　レビュー画像についての統計を取得する；
　・　レビュー画像またはレビュー画像内の領域を分類する；
　・　レビュー画像を他の画像に融合する；
　・　レビュー画像に基づく計測および／または計算を実行する。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、このレビュー／イメージングシステムは、直列に接続された
複数の段階を有する多段画像処理チェーンを含む。そのような実施形態では、コントロー
ラは、付帯データに含まれるデータブロックのタイプを決定して、そのデータブロックの
タイプに対応した段階の１つを特定し、そのデータブロックを、レビュー画像を生成する
処理のために、段階の特定された１つに送るように構成され得る。
【００２８】
　このレビュー／イメージングシステムは、付帯データに含まれるＲＦデータに対してビ
ームフォーミングを行うように機能する遅延和ビームフォーマを有し得る。
　本発明の他の一態様により、超音波データのレビュー／イメージングシステムを提供す
る。このレビュー／イメージングシステムは、データ通信ネットワークインタフェースと
、ネットワークインタフェースを介して受信した超音波装置からの超音波データを保存す
るように構成されたデータストアであって、ＲＦデータ、走査変換前の検出データ、走査
変換前の画像データ、および走査変換データのうちの２つ以上のタイプのデータを含む超
音波データを保存するように構成されたデータストアと、ディスプレイと、レビュアから
の１つ以上のレビュー設定の入力およびデータタイプの１つを処理のために選択する入力
を受け取るように機能するユーザインタフェースと、そのレビュー設定に基づいて、選択
されたデータタイプおよびレビュー設定に基づく処理を超音波データに適用することで、
レビュー画像を生成して、そのレビュー画像をディスプレイに表示するように機能するコ
ントローラと、を有する。このレビュー／イメージングシステムは、上記または本明細書
の他の箇所に記載の（１つ以上の）さらなる特徴を有し得る。
【００２９】
　本発明の例示的な他の一態様により、超音波装置を提供し、この超音波装置は、超音波
送信器と、超音波トランスデューサから超音波エコー信号を受信するように接続された超
音波受信器と、エコー信号を処理して画像データを生成するように構成された画像処理チ
ェーンと、その画像データを表示するように機能するディスプレイと、画像データの品質
に関わる１つ以上のパラメータに対するユーザ設定を受け取るように機能するユーザイン
タフェースと、を有し、この超音波装置は、レビュアによるレビューのために画像データ
および付帯データをエクスポートするように構成されており、付帯データは、ユーザ設定
とは異なる設定を用いて取得されたデータ、および画像データよりも上流の画像処理チェ
ーンの段階からのデータ、のうちの１つ以上を含む。付帯データは、例えば、チャネル毎
のＲＦデータ、合算されたライン毎のＲＦデータ、ライン毎の検出データ、および走査変
換前の画像データ、のうちの１つ以上を含むことがある。この超音波装置は、送信周波数
を自動的に変更し、その変更された送信周波数で超音波エネルギーを送信するように送信
器を操作するとともに、対応するエコー信号を受信するように受信器を操作し、その対応
するエコー信号または対応するエコー信号を処理することにより得られるデータを付帯デ
ータに含める、ように構成され得る。
【００３０】
　この超音波装置は、ユーザ設定を自動的に変更することで、変更された設定を取得し、
超音波エネルギーを送信するとともに、対応するエコー信号を受信し、それらのエコー信
号を処理する、ように構成されてよく、このとき、超音波エネルギーを送信すること、超
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音波エネルギーを受信すること、およびエコー信号を処理すること、のうちの少なくとも
１つは、変更された設定に基づいている。変更された設定は、例えば、ユーザ設定をブラ
ケティングするものであり得る。
【００３１】
　この超音波装置は、複数セットの付帯データを順次に取得するように構成されてよく、
それらのセットの各々は、変更された異なる設定を用いて取得される。
　本発明の例示的な他の一態様により、超音波装置を提供し、この超音波装置は、トラン
スデューサと、超音波エネルギーを送信するためにトランスデューサを駆動するように機
能する送信回路と、トランスデューサからエコー信号を受信するように接続された受信回
路と、エコー信号を処理して超音波画像を生成するとともに、キャプチャコントロールの
操作時に超音波画像をデータストアに保存するように構成されたコントローラと、を有す
る。コントローラは、さらに、キャプチャコントロールの操作時に、エコー信号、および
超音波画像を生成するためのエコー信号の処理においてコントローラで生成される中間デ
ータ、のうちの少なくとも１つをデータストアに自動的に保存するように構成されている
。いくつかの実施形態では、中間データは、ライン毎のＲＦデータ、ドプラデータ、およ
びフィルタリング後のデータ、のうちの少なくとも１つを含む。
【００３２】
　本発明の例示的な他の一態様により、レビューのための超音波画像を提示する方法を提
供する。この方法は、レビュー／イメージングシステムにおいて、ユーザ設定を用いて超
音波装置で取得された画像データと、付帯データと、を含む超音波データを取り出すこと
であって、ユーザ設定とは異なる設定を用いて取得されたデータ、および画像データより
も上流の超音波装置の画像処理チェーンの段階からのデータ、のうちの１つ以上を含む付
帯データを含む、超音波データを取り出すことと、その画像データをレビュー／イメージ
ングシステムのディスプレイに表示することと、レビュー／イメージングシステムのユー
ザインタフェースによって、ユーザ設定とは異なるレビュー設定の入力を受け取ることと
、そのレビュー設定に基づいて、付帯データから選択および／または付帯データを処理す
ることで、レビュー画像を生成し、そのレビュー画像をディスプレイに表示することと、
を含む。
【００３３】
　この方法は、任意選択的に、付帯データを処理することで、使用できるレビュー設定の
セットを決定して、それらの使用できるレビュー設定をユーザインタフェースで選択でき
るようにする。それらのレビュー設定は、以下のもののうちの１つ以上を含み得る。
【００３４】
　・　ユーザ設定で指定された撮像深度とは異なる撮像深度；
　・　ユーザ設定で指定された送信フォーカスとは異なる送信フォーカス；
　・　ゲイン；
　・　送信周波数；
　・　アポダイゼーション関数。
【００３５】
　本発明のさらなる態様および例示的な実施形態の特徴について、以下の説明において記
載し、さらに／または添付の図面に示している。
　添付の図面は、本発明の非限定的かつ例示的な実施形態を示している。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】図１は、レビューステーションとネットワークを介して通信する超音波装置の概
略図である。
【図２】図２は、例示的な一実施形態による超音波装置の斜視図である。
【図３】図３は、例示的な一実施形態による超音波装置における撮像信号処理チェーンを
示す機能フロー図である。
【図４】図４は、例示的な一実施形態によるネットワークと通信可能な超音波装置のブロ
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ック図である。
【図５】図５は、例示的な一実施形態による代替アーキテクチャを有する超音波装置のブ
ロック図である。
【図６】図６は、レビューステーションを示す斜視図である。
【図７】図７は、例示的な一実施形態によるレビュー／イメージングシステムを示す斜視
図である。
【図８】図８は、例示的な一実施形態によるレビュー／イメージングシステムのブロック
図である。
【図９Ａ】図９Ａは、本発明の例示的な一実施形態によるレビュー／イメージングシステ
ムにおける復号化オペレーションを示すブロック図である。
【図９Ｂ】図９Ｂは、Ｂモード走査変換データに対する復号化／符号化スキームの際に使
用され得るメモリ構成の概略図である。
【図９Ｃ】図９Ｃは、チャネル毎のＲＦデータに対する復号化／符号化スキームの際に使
用され得るメモリ構成の概略図である。
【図９Ｄ】図９Ｄは、あるパラメータに複数の値を有するチャネル毎のＲＦデータに対す
る復号化／符号化スキームの際に使用され得るメモリ構成の概略図である。
【図１０】図１０は、例示的な一実施形態によるレビュー／イメージングシステムにおけ
る信号処理チェーンを示す機能フロー図である。
【図１１】図１１は、アルゴリズムの詳細がどのように保存されて、超音波装置とレビュ
ー／イメージングシステムとの間で転送され得るのかを示す概略図である。
【図１２Ａ】図１２Ａは、従来の超音波装置に見られる超音波キーボードの例を示してい
る。
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、従来の超音波装置に見られる超音波キーボードの例を示してい
る。
【図１２Ｃ】図１２Ｃは、レビュー／イメージングシステムとインタフェースし得る超音
波キーボードの一構成例を示している。
【図１３】図１３は、本発明の例示的な一実施形態によるレビュー／イメージングシステ
ムの操作に使用できるユーザインタフェース装置の概略図である。
【図１４】図１４は、レビュー／イメージングシステムにおけるパラメータの設定および
／または値についてのレビュアのプリファレンスを格納するために使用され得るメモリ構
成の概略図である。
【図１５Ａ】図１５Ａは、レビュー／イメージングシステムで生成される画面レイアウト
の例示図である。
【図１５Ｂ】図１５Ｂは、レビュー／イメージングシステムで生成される画面レイアウト
の例示図である。
【図１６】図１６は、超音波装置のメモリにデータ、パラメータ、アルゴリズム、および
その他の情報を格納するために使用され得るメモリ構成の概略図である。
【図１７Ａ】図１７Ａは、本発明の例示的な一実施形態による、拡張撮像モードで動作す
る超音波装置のパラメータおよび値を提示するテーブルである。
【図１７Ｂ】図１７Ｂは、本発明の例示的な一実施形態による、拡張撮像モードで動作す
る超音波装置のパラメータおよび値を提示する他のテーブルである。
【図１７Ｃ】図１７Ｃは、本発明の例示的な一実施形態による、拡張撮像モードで動作す
る超音波装置のパラメータ、値、および取り込むデータタイプの設定を提示するテーブル
である。
【図１８】図１８は、図１７Ａのパラメータおよび値を用いているときの超音波装置にお
いて発生するイベントのシーケンスを示すタイミング図である。
【図１９】図１９は、本発明の例示的な一実施形態による、拡張ボリューム撮像モードで
動作する超音波装置のパラメータ、値、および設定を提示するテーブルである。
【図２０】図２０は、本発明の例示的な一実施形態による、ユーザ、超音波装置、レビュ
ア、およびレビュー／イメージングシステムが実行する一連のオペレーションを示すフロ



(16) JP 2019-524338 A 2019.9.5

10

20

30

40

50

ーチャートである。
【図２１】図２１は、本発明の例示的な一実施形態による、拡張撮像モードで動作する超
音波装置のパラメータ、値、設定、および規則を提示するテーブルである。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　以下の説明の全体を通して、本発明のより完全な理解を与えるため、具体的詳細を記載
している。しかしながら、本発明はこれらの具体的詳細を省いて実施してよい。一方で、
本発明を不必要に不明瞭にすることがないよう、周知の要素については詳細に図示または
記載していない。よって、明細書および図面は、限定的な意味ではなく、例示的な意味で
解釈されるべきである。
【００３８】
　図１は、通信インタフェース３０を介してネットワーク２０に接続された超音波装置４
０を備える撮像施設１０の概略図である。撮像施設１０内には、複数の超音波装置４０が
あってよい。超音波装置４０は、任意選択的に、専用のスキャン施設内またはスキャン室
内に配置され得る。ユーザ（例えば、ソノグラファ）は、超音波装置４０を操作すること
で、超音波画像を取得する。「ライブイメージングセッション（live imaging session）
」という用語は、患者が超音波装置４０によるスキャンを受けている期間を指す。ライブ
イメージングセッション中に、データを「取得」して、「取り込み」、そして「保存」す
る。ライブイメージングセッション中に、超音波画像を解釈することができるレビュア（
例えば、医師またはその他の有資格者）が立ち合う必要はない。
【００３９】
　超音波画像は、超音波装置４０で「検査」フォルダ内にローカルに保存することができ
る。また、その検査フォルダ内に、その他の情報（例えば、患者に関する情報、システム
設定、スキャン設定など）を保存してもよい。それらの画像およびその他の情報は、デジ
タル画像蓄積アーカイブシステム７０に転送することができる。超音波装置４０から蓄積
アーカイブシステムへの情報（画像データ、患者情報など）の転送は、任意の適切な（１
つ以上の）データ形式を用いて、使用できるデータ通信チャネルを介して行われてよい。
【００４０】
　例えば、医用デジタル画像通信（Digital Imaging and Communications in Medicine :
 ＤＩＣＯＭ）規格は、画像およびその他の情報を転送および保存するのに有用なデータ
形式および通信プロトコルを提供している。情報を生成した特定のハードウェア構成また
は情報の解釈に使用された特定のハードウェアに関わりなく、画像およびその他の情報を
通信するために、ＤＩＣＯＭ規格を用いることができる。典型的には、超音波装置によっ
て、画像およびその他の情報をＤＩＣＯＭ形式で符号化する。
【００４１】
　超音波装置４０で取得して取り込んだ超音波画像は、後にレビューステーション６０で
レビュアがレビューすることができる。レビューステーション６０は、超音波装置４０の
近くに、または超音波装置４０から離して、物理的に配置されることがある。レビュース
テーション６０は、有線または無線の通信プロトコル５０によってネットワーク２０に接
続し得る。超音波装置４０を操作するユーザと、レビューステーション６０で画像をレビ
ューするレビュアとは、場合によっては同一の人間であり得る。
【００４２】
　超音波装置
　図２は、例示的な超音波診断装置２００の斜視図である。超音波装置２００は、ディス
プレイモニタ２０１と、超音波キーボード（ultrasound keyboard）２４０と、少なくと
も１つのトランスデューサ２８０と、１つ以上のトランスデューサコネクタ２６０（図２
では１つのコネクタ２６０のみにラベル付けしている）を支持している本体２７５と、を
備え得る。トランスデューサ２８０は、トランスデューサコネクタ２６０の１つに差し込
むトランスデューサコネクタ２８５に、トランスデューサケーブル２７０を介して結合さ
れ得る。超音波装置２００は、動作中には、音響エネルギーを標的に送信するとともに、
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その標的の界面からの反射エネルギーを受信するために、トランスデューサ２８０を駆動
する。超音波装置２００は、反射エネルギーを特徴付けるデータを処理することにより、
標的の画像を生成するように構成されている。超音波装置２００は、標的の画像をモニタ
２０１に表示し得る。トランスデューサ２８０は、様々に異なるタイプの超音波検査用と
して様々に異なるヘッドを有し得る。
【００４３】
　ユーザは、超音波キーボード２４０で提供されるコントロールを用いて、超音波装置２
００とインタラクションする（interact）ことができる。様々に異なる型式の超音波装置
は、コントロールの様々に異なる配置および／または様々に異なるセレクションを有し得
る。それらのコントロールは、物理コンポーネントによって、ならびに／またはソフトウ
ェアおよび／もしくはファームウェアによって提供され得る。コントロールの非限定的な
例として、（トグルスイッチ、プッシュボタン、ラジオボタンなどのような）スイッチ、
離散的または連続的な調整可能出力を有するロータリノブおよびスライダ、（トラックボ
ール、ジョイスティック、スタイラスインタフェース、マウス、タッチパネル、タッチス
クリーンのような）ポインティングデバイス、コマンドラインインタフェース、キーボー
ド、ソフトキーなどが含まれる。図２の例では、超音波キーボード２４０は、以下のコン
トロールを含む：トラックボール２５０、ＱＷＥＲＴＹキーボード２１０、１つ以上のノ
ブ２３０、１つ以上のプッシュボタン２９０、およびタイムゲイン補償（ＴＧＣ：Ｔｉｍ
ｅ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ）スライダ２２０。
【００４４】
　様々に異なる機能を、様々に異なるコントロールに割り当てることができる。各コント
ロールは一意の機能を有し得る。あるいは、ユーザは、それらのコントロールを、様々に
異なる状況で様々に異なる機能を提供するように、ユーザの選好に従ってカスタマイズし
得る。コントロールに割り当てられることがある機能の例として、限定するものではない
が、画像輝度を調整するためのマスタゲインの設定、様々に異なる撮像モード（例えば、
フローモード、脈波モード）からの１つの選択、などが含まれる。超音波装置２００のコ
ントロールによって、ユーザは、所望の動作モードを選択し、患者の画像を取得し、モニ
タ２０１で画像を閲覧し、さらに／または画像品質に関わるパラメータを修正し得る。
【００４５】
　画像品質は、例えば、ゲインの増減、信号経路に沿って適用される各種フィルタのフィ
ルタ設定の変更、（例えば、特定の美的外観の画像を実現するための）後処理マップの変
更、（解像度と透過率との間で選択するための）送信周波数および／または受信周波数の
変更、などの１つ以上による影響を受けることがある。
【００４６】
　取得される超音波画像に影響を及ぼす変数は、「パラメータ」と呼ぶことができる。パ
ラメータが取り得る入力は、同義で「値」または「設定」と呼ばれる。ただし、「値」は
、数値入力（例えば、ゲインまたは輝度レベル）を指す傾向があり得る一方、「設定」は
非数値入力（例えば、様々な動作モード）を指す傾向があり得る。様々に異なる型式の超
音波装置は、様々に異なるパラメータセットおよび／またはそれらのパラメータに対して
使用できる様々に異なる設定に従って動作し得る。ほとんどの超音波装置では、ゲイン、
周波数、送信フォーカス距離、送信遅延、受信遅延、開口サイズ、アポダイゼーション、
フィルタ選択などのようなパラメータを、ユーザがカスタマイズおよび設定することを可
能としている。
【００４７】
　ユーザは、超音波キーボード２４０で提供されるコントロールによって１つ以上のパラ
メータの設定または値を調整することにより、超音波装置２００のモニタ２０１に表示さ
れる画像の品質を最適化するための広範な能力を有する。ユーザは所望の画像を最適化し
たら、「キャプチャ（capture）」および／または「シネ（Cine）」コントロールをユー
ザが操作することにより、その画像を静止画像および／またはシネループとして保存し得
る。これらの画像は、周知の通信プロトコルを用いてデジタル画像蓄積および／またはア
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ーカイブシステムに転送され得る。いくつかの実施形態では、ユーザは、超音波装置２０
０に保存済みの画像間でスクロールすること、ならびに／またはユーザにより選択される
関心領域の画定を助けるパニングボックスのサイズおよび位置を設定することが可能であ
る。これらの機能は、例えばトラックボール２５０を使用して実行し得る。
【００４８】
　図３は、典型的な超音波装置における撮像信号処理チェーン（imaging signal process
ing chain）を示す機能フロー図である。超音波装置内で現れるデータのタイプとして、
チャネル毎のＲＦデータ３９０、合算されたライン毎のＲＦデータ３９１、ライン毎の検
出データ３９２、走査変換前の画像データ３９３、および走査変換後データ３９４が含ま
れ得るが、ただし、これらに限定されない。これらのタイプのデータを、「超音波データ
」と総称することができる。
【００４９】
　プロセス３９５、３９６、３９７、３９８は、超音波装置内で超音波信号に対して実行
され得る信号処理（例えば、プロセス３９５、３９６）および画像処理（例えば、プロセ
ス３９７、３９８）演算のうちのいくつかの非限定的な例である。遅延和ビームフォーミ
ングプロセス（Sum-delay-beamforming process）３９５は、すべての深度値について超
音波信号を合焦させるように、合算される各チャネルに適切な時間遅延値を適用した後に
チャネル毎のデータ３９０を合算することにより実行され得る。ライン毎の検出データ３
９２を生成するために、ライン毎のＲＦデータ３９１に対してフィルタリング検波および
／またはドプラ検波（図３のプロセス３９６）を実行することができる。ライン毎の検出
データを、プロセス３９７において画像形式に変換する。走査変換前の画像データ３９３
は、プロセス３９７の出力であって、例えば、２Ｄまたは３Ｄマトリクス配列を含み得る
。最後に、走査変換前の画像データ３９３を走査変換データ３９４に変換する。走査変換
データ３９４は、図３に示すイメージングプロセスの最終生成物である。走査変換データ
３９４は、「表示データ」と呼ばれることがある。走査変換データ３９４は、超音波装置
に保存されること、モニタに表示されること、および／または他のシステムに転送される
ことがある。
【００５０】
　本発明のいくつかの実施形態では、走査変換前の画像データ３９３および／またはライ
ン毎の検出データ３９２を超音波装置において保存することを可能としている。超音波装
置で保存されたデータは、後に、デジタル画像蓄積アーカイブシステムに転送されること
、および／またはレビュー／イメージングシステムのローカルストレージメモリモジュー
ルに転送されることが可能である。いくつかの実施形態では、走査変換前の画像データ３
９３および／またはライン毎の検出データ３９２を外部ストレージまたはディスプレイに
直接転送することを可能としている。
【００５１】
　図４および図５は、本発明の非限定的かつ例示的な実施形態による超音波装置４００、
５００のブロック図である。超音波装置４００または５００は、本明細書に記載のレビュ
ー／イメージングステーションへの付帯データの提供を支援する特徴と組み合わせて、設
計構成および／または動作の任意の適切な特徴を有し得る。例えば、超音波装置４００ま
たは５００は、任意の周知の超音波装置の特徴および／または図２もしくは図３に示す特
徴を任意の適切な組み合わせで取り入れたものであってよい。
【００５２】
　本発明による超音波装置は、任意の周知の技術を用いて超音波画像を生成し得る。例え
ば、超音波装置は、遅延和ビームフォーミング、合成開口イメージング、チャネル毎のエ
コーデータを合成して画素毎に画像を生成するアルゴリズム、および／または他の画像生
成／画像処理アルゴリズムのいずれかを用いて画像を生成し得る。図４に示す例示的な超
音波装置４００は、遅延和ビームフォーミングを適用する。
【００５３】
　ユーザは、ユーザインタフェース４１５を介して超音波装置４００を操作し得る。ユー
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ザインタフェース４１５は、グラフィカルユーザインタフェース、音声ベースのユーザイ
ンタフェース、テキストベースのユーザインタフェースなどを含み得る。ユーザインタフ
ェース４１５は、ディスプレイ４７０の一部であってよく、または別個の独立したモジュ
ールであってよい。
【００５４】
　超音波装置４００において、コントローラ４１０は、制御信号（図４の破線）を、送信
器４２１、受信器４２２、遅延和ビームフォーミングエンジン４３０、および画像蓄積エ
ンジン４４０に送信する。送信器４２１は送信器回路を有し得る一方、受信器４２２は受
信器回路を有し得る。
【００５５】
　コントローラ４１０は、制御信号を介して、超音波装置４００の各種コンポーネント（
例えば、トランスデューサ４２０、遅延和ビームフォーミングエンジン４３０など）のタ
イミングを制御する。コントローラ４１０は、さらに各種パラメータの設定または値を、
超音波装置４００の各種コンポーネントに送信する。
【００５６】
　トランスデューサ４２０は、超音波信号を送信および受信する。トランスデューサ４２
０はトランスデューサアレイを含み得る。ライブイメージングセッション中には、送信器
４２１は、トランスデューサ４２０に、撮像対象の身体内にエネルギーを送信させ得る。
そして、受信器４２２は、身体内の界面から反射されたエコー信号を、トランスデューサ
４２０から受信し得る。送信器４２１は、複数の送信チャネルを有し得る一方、受信器４
２２は、複数の受信チャネル有し得る。いくつかの実施形態では、適切なタイミングでの
電気的励起を、送信器４２１の送信チャネルを介してトランスデューサ４２０の対応する
１つ以上の素子に送信する。いくつかの実施形態では、受信器４２２は、トランスデュー
サ４２０の対応する素子から受信チャネルで受信した信号を、増幅および／またはデジタ
ル化する。
【００５７】
　遅延和ビームフォーミングエンジン４３０は、受信器４２２のチャネルからエコー信号
を表すデータを受信して、そのデータに対して遅延和ビームフォーミングを実行すること
により、動的受信フォーカシングを実現する。画像処理エンジン４５０は、遅延和ビーム
フォーミングエンジン４３０からデータを受信して、さらなる信号処理を実行する。画像
処理エンジン４５０で実行され得る例示的な信号処理技術として、フィルタリング、信号
結合、閾値処理、対数圧縮、グレイ値の再マッピングなどが含まれるが、ただし、これら
に限定されない。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、ユーザは、超音波装置４００に、画像処理エンジン４５０で
生成された画像を画像蓄積エンジン４４０に取り込みまたは保存させ得る。この取り込み
および保存は、ユーザがキャプチャコントロールを操作したことに応答して発生し得る。
キャプチャコントロールは、ユーザインタフェース４１５を介して操作され得る。画像蓄
積エンジン４４０は、画像処理エンジン４５０で生成された画像をさらなる使用のために
保存するように機能する。画像蓄積エンジン４４０は、メモリモジュール４４１に接続さ
れ得る。メモリモジュール４４１は、より大きな記憶容量を提供するものであってよく、
さらに／または不揮発性メモリを含むものであってよい。画像蓄積エンジン４４０は、さ
らに、保存された画像を、ネットワーク４７５を介して他の装置に転送するように機能す
る。
【００５９】
　超音波装置４００は、さらに、生理信号を受信するためのトリガ処理回路４６０を備え
得る。いくつかの例示的な実施形態では、ポート４６１を介して、心電図（ＥＣＧ：Ｅｌ
ｅｃｔｒｏＣａｒｄｉｏＧｒａｍ）装置をトリガ処理回路４６０に接続する。トリガ処理
回路４６０は、受信したＥＣＧ信号のような生理信号を、限定するものではないが、不要
な信号成分の除去または信号の平滑化のためにフィルタを適用することを含む多くの方法



(20) JP 2019-524338 A 2019.9.5

10

20

30

40

50

で処理し得る。これらのフィルタリングステップにより、スプリアスノイズによるトリガ
を低減し得る。さらにトリガ回路またはシステムを、トリガ処理回路４６０内に含んでも
よい。トリガ回路は、受信した生理信号で示されるトリガイベントに応答して、トリガを
生成し得る。これらのトリガは、超音波装置４００内でコントローラ４１０に送られてよ
い。トリガイベントが発生すると、トリガ処理回路４６０は、ポート４６１を介して入力
を受信し、そしてコントローラ４１０に信号を送信する。コントローラ４１０は、このよ
うな信号をトリガ処理回路４６０から受信したときに撮像を開始するようにプログラムさ
れてよい。コントローラ４１０は、さらに、ある特定の設定時間量にわたってのみ撮像す
るようにプログラムされてよく、その設定時間量は、それ自体プログラム可能であり得る
。
【００６０】
　図５は、例示的な他の一実施形態による超音波装置５００のブロック図である。超音波
装置５００は、任意の適切な（１つ以上の）画像形成技術を用いて画像を形成し得る画像
形成エンジン５３０で、遅延和ビームフォーミングエンジン４３０が置き換えられている
ことを除いて、超音波装置４００（図４を参照）と同様である。
【００６１】
　超音波装置でのデータ取得
　いくつかの実施形態による超音波装置は、付帯データをレビュー／イメージングシステ
ムで利用できるようにするように構成される。「付帯データ」は、取り込まれた画像に関
して、その画像データの範囲を越えたものである。そのような「付帯データ」は、画像処
理チェーン（image processing chain）におけるより早い段階からのデータ、および／ま
たは取り込む画像の取得に用いられる現在の設定とは異なる設定を用いて超音波装置で自
動的に取得されたデータ、および／または取り込まれるときの画像に関連したパラメータ
および関連設定を記録したデータ、を含み得る。いくつかの実施形態では、付帯データは
、表示される画像を超音波装置で生成する際に使用されないデータであるか、またはその
ようなデータを含んでいる。例えば、付帯データの生成のために特別に生成された超音波
エネルギーの送信からのエコー信号を検出することにより、付帯データを生成してよい。
付帯データが、走査変換画像データよりも上流の画像処理チェーンの段階からのデータを
含む場合には、その付帯データを超音波装置によりさらに処理することは差し控えること
が任意選択的に可能である。付帯データは、現在の設定で動作しているときの従来の超音
波装置では保存されないデータ、および／または現在の設定で動作しているときの超音波
装置では取得もしくは生成されないデータ、を含むことがある。
【００６２】
　例えば、超音波装置５００は、最終的な走査変換画像よりも上流の１つ以上の信号処理
段階で現れるデータをレビュー／イメージングシステムで利用できるようにすることを可
能とするアーキテクチャを有する。図示の実施形態では、超音波装置５００は、受信器５
２２でデジタル化されたチャネル毎のＲＦデータを画像蓄積エンジン５４０で直接取り込
みおよび保存することを可能とする接続５２５を有する。超音波装置５００は、さらに、
画像形成エンジン５３０で生成されたデータ（例えば、ライン毎のＲＦデータ、ドプラデ
ータ、フィルタリング後のデータなど）を画像蓄積エンジン５４０で直接取り込みおよび
保存することを可能とする接続５３５を有し得る。超音波装置５００は、さらに、各種タ
イプのライン毎のデータ（例えば、ライン毎の走査変換前データ、ライン毎の走査変換後
データ、走査変換前の画像データ、走査変換後の画像データなど）を画像蓄積エンジン５
４０で直接取り込みおよび保存することを可能とする接続５４５を有し得る。
【００６３】
　いくつかの実施形態では、取り込まれるときの画像に関連したパラメータおよび関連入
力を、超音波装置５００で保存する。そのような保存された入力（例えば、値および設定
）を、レビュー／イメージングシステムでの、保存された超音波データからの画像の再構
成および／または新規画像の生成のために適用し得る。
【００６４】
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　様々に異なる超音波装置を、様々に異なるタイプのデータを保存するように構成してよ
い。例えば、超音波装置４００は、走査変換画像もしくは画像処理チェーンの出力画像を
保存および／または表示する一方、超音波装置５００は、超音波画像に関連した１つ以上
の追加のデータタイプを保存および／または表示するように構成することができる。画像
処理チェーンにおけるより早い段階で現れるデータを保存することにより、レビュー／イ
メージングシステムにおける新規画像の形成または画像品質の調整を、より柔軟に行うこ
とが可能となり得る。
【００６５】
　超音波装置５００は、任意の走査変換後データ、および／または付帯データ、および／
または入手できるデータの任意の組み合わせ、を保存することが可能なデータ保存機能を
有し得る。保存され得る付帯データには、以下のものが含まれるが、ただし、これらに限
定されない。
【００６６】
　・　走査変換後データよりも上流で、超音波装置において現れる１つ以上のタイプのデ
ータ；
　・　走査変換後または走査変換前の超音波データに用いられた設定を指定するデータ；
　・　選択された超音波画像に対して超音波装置のユーザが選択した設定とは異なる設定
を用いて取得された付帯データ；
　・　超音波装置で用いられたデータ処理アルゴリズムを指定または識別するデータ；
　・　超音波装置で提供されるコントロール、それらのコントロールで設定されるパラメ
ータに対して使用できる設定、および超音波装置のコントロールの配置、のうちの１つ以
上を指定するデータ。
【００６７】
　データ保存機能を作動させたときに取り込みおよび保存される特定のデータは、例えば
以下のものによって指定され得る。
　・　超音波装置のユーザが選択可能な、超音波装置における１つ以上のプリセット；
　・　超音波装置のユーザが選択した設定および／または取得された画像データの特徴お
よび／または超音波装置の状態の他の特徴および／または超音波装置の型式もしくはタイ
プおよび／または超音波データの取得に使用されるトランスデューサのタイプに基づいて
、付帯データを取得するための設定を特定する規則；
　・　超音波装置の構成によって指定される特定の付帯データ。
【００６８】
　付帯データは様々なタイプのものであってよく、例えば、付帯データは、以下のものの
うちの１つ以上を含み得る。
　・　１つ以上のタイプの高周波（ＲＦ）データ。「ＲＦデータ」という用語は、限定す
るものではないが、ベースバンド同相および直交（ＩＱ：Ｉｎ－ｐｈａｓｅａｎｄ Ｑｕ
ａｄｒａｔｕｒｅ）データ、ならびに／または中間周波数（ＩＦ：Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ
ｔｅＦｒｅｑｕｅｎｃｙ）データを含み得る。保存できるＲＦデータのタイプは、主に超
音波装置のアーキテクチャによって決まる。また、ＲＦデータは、限定するものではない
が、Ｂモード、フローモード、脈波ドプラモード、ひずみモード、コントラスト撮像モー
ド、組織ハーモニックモードなどのような、様々な撮像モードで生成されるデータを含み
得るということにも留意すべきである；
　・　走査変換前の検出データ；
　・　走査変換前の画像データ；
　・　走査変換データまたは表示データ。
【００６９】
　ＲＦデータは、チャネル毎のＲＦデータまたはビームフォーミングされたライン毎のＲ
Ｆデータを含み得る。ＲＦデータは、各トランスデューサ素子の適切なサンプリング周波
数でのデジタル化によって得られる。サンプリング周波数は、典型的には、４０ＭＨｚ～
６０ＭＨｚの範囲である。また、超音波装置のアーキテクチャによって決まるような、他
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のサンプリング周波数を用いてもよい。超音波装置５００のアーキテクチャによれば、Ｒ
Ｆデータの取り込みおよび保存が可能である。
【００７０】
　ライブイメージングセッション中に超音波装置において合成開口型のイメージング法を
用いる場合には、チャネル毎のＲＦデータが有用であり得る。合成開口イメージングでは
、送信ごとの後に受信器５２２で受信された超音波エコーデータを、デジタル化して、超
音波装置５００内のメモリモジュール５４１にローカルに保存し得る。
【００７１】
　ユーザは、超音波装置５００においてコントロール（例えば、「データ保存」コントロ
ール）を操作することにより、チャネル毎のデータまたはその他の付帯データの保存をト
リガし得る。「データ保存」コントロールは、ユーザインタフェース５１５を介して操作
され得る。いくつかの実施形態では、チャネル毎のＲＦデータおよび／またはその他の付
帯データは、自動的に保存されることがある。
【００７２】
　ライブイメージングセッション中に超音波装置において遅延和ビームフォーミング法を
用いる場合には、保存および転送のために、（チャネル毎のデータではなく）ライン毎の
ＲＦデータがより適している。ライン毎のＲＦデータは、画像形成エンジン５４０におい
て形成され得る。「ライン」は、受信ビームフォーマのステアリング方向に相当する。ラ
イン毎のＲＦデータを保存するために、ユーザがデータ保存機能を開始させてよく、また
はデータ保存機能を自動的に開始させてよい。
【００７３】
　超音波装置のアーキテクチャに応じて、ライン毎のＲＦデータは、合成開口型のイメー
ジング法で生成され得る。合成ビームフォーミングは、プロセス３９５（図３を参照）に
おいて実施され得る。
【００７４】
　いくつかの実施形態では、ＲＦデータは、後に使用するために保存される。保存された
ＲＦデータは、フィルタリング（もしくはその他の処理）を最小限にしか受けていないか
、または全く受けていないものであり得る。本明細書に記載のレビュー／イメージングシ
ステムは、ＲＦデータに適用すべきフィルタ（またはその他の処理）をレビュアが選択す
ることを可能とし得る。フィルタおよび／またはその他の処理を適用することにより、Ｒ
Ｆデータから生成される画像の品質が向上し得る。いくつかの実施形態では、何らかのフ
ィルタリング（例えば、アナログ・デジタル変換前のアンチエイリアシングフィルタ（an
ti-aliasing filter））を受けたＲＦデータを、後に使用するために、レビュー／イメー
ジングシステムにおいて保存するか、またはその他の方法でレビュー／イメージングシス
テムにおいて後に使用できるようにする。
【００７５】
　超音波装置：拡張撮像モード
　いくつかの実施形態では、超音波装置は、付帯データを自動的に取得して、取り込み、
そして保存するように構成されている。そのような付帯データは、例えば、ユーザがデー
タ保存機能を作動させたときに、取得および保存され得る。保存される付帯データは、上
記のタイプのうちの１つ以上のデータを含み得る。保存される付帯データの特性および量
は、（ハードウェア構成、処理ステップおよび／もしくはアルゴリズムを含む）超音波装
置構成、ならびに／または、どの付帯データを利用できるのかおよび／もしくはどの付帯
データを利用できるようにすべきかに関わるパラメータに対してユーザが選択した設定、
に依存し得る。
【００７６】
　拡張撮像モードでは、超音波装置は、システム設定を自動的に変更して、変更されたシ
ステム設定で超音波エネルギーを送信および受信し、そして、送信動作、受信動作、なら
びに／またはその他の信号処理および画像処理ステップの結果として生成された超音波信
号およびその他のデータを保存するようにプログラムされている。変更されたシステム設
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定は、超音波装置のユーザが選択したシステム設定に基づいて自動的に決定されたもので
あり得る。走査変換データを生成する拡張撮像モードは、任意選択的に、超音波装置のフ
ァームウェアに実装され得る。いくつかの入手できる超音波装置は、ハードウェアの修正
を必要とすることなく、そのような拡張撮像モードをサポートすることができる。
【００７７】
　変更されたシステム設定は、以下のもののうちの１つ以上を含み得るが、ただし、これ
らに限定されない。
　・　深度の変更；
　・　送信周波数の変更；
　・　送信フォーカス（transmit focus）の変更；
　・　送信アポダイゼーション関数（transmit apodization function）の変更；
　・　送信開口（transmit aperture）の変更；
　・　受信開口の変更；
　・　受信アポダイゼーション関数の変更；
　・　ビームフォーミング機能の変更。
【００７８】
　一例として深度の修正変更を参照すると、データ保存機能を作動させたときに、超音波
装置は、（各セットは特定の撮像深度で）２つ以上のデータセットを自動的に保存するよ
うに構成され得る。それらのデータセットの少なくとも１つは、超音波装置のユーザが選
択した深度パラメータの設定を有し得る。深度パラメータに対する他の設定を用いて、１
つ以上の追加のデータセットを取得し得る。深度パラメータに対するこの他の設定は、ユ
ーザが選択した設定に基づくもの（例えば、ユーザが選択したものよりも深い深度の１つ
以上の設定、および／もしくはユーザが選択した設定よりも浅い深度の１つ以上の設定、
ユーザが選択した設定の特定の倍数である１つの設定であって、その特定の倍数は１より
も大きいかもしくは小さくてよい設定、ユーザが選択した設定よりも特定の段階数で深い
かもしくは浅い深度の１つの設定など）であってよく、さらに／または独立に指定された
ものであってよい。
【００７９】
　従って、腹部検査の例では、ユーザは、７０ｍｍの深度で５秒分のデータを、２ＭＨｚ
の周波数、５０ｍｍの送信フォーカスで取り込みおよび保存するように超音波装置に指示
することがある。超音波装置は、この指示に応答して、限定するものではないが、２ＭＨ
ｚの同じ周波数、５０ｍｍの送信フォーカスで、１００ｍｍの深度で５秒分のデータ、お
よび同じく２ＭＨｚの同じ周波数、５０ｍｍの送信フォーカスで、１５０ｍｍの深度で５
秒分のデータ、を含む付帯データを取り込み得る。
【００８０】
　同様にして、その他のシステム設定を修正してもよい。例えば、血管検査では、ユーザ
は、４０ｍｍの撮像深度で５秒分のデータを、７ＭＨｚの周波数、２０ｍｍの送信フォー
カスで取り込むように超音波装置に指示することがある。超音波装置は、この指示に応答
して、１０ＭＨｚで、２０ｍｍの送信フォーカスで、同じく４０ｍｍの撮像深度で５秒分
のデータを追加して取り込み得る。超音波装置は、超音波検査において複数のシステム設
定を掃引して自動的に取り込みを行うように、チューニング調整することができる。
【００８１】
　いくつかの実施形態では、超音波装置は、拡張撮像モードで超音波装置がどの付帯デー
タを取得するのかを決定する追加のシステム設定をユーザが指定することを可能とするユ
ーザインタフェース（例えば、図２の超音波キーボード２４０）を有する。例えば、その
ような追加のシステム設定により、付帯データの１つ以上のセットのそれぞれについて、
その付帯データを取得するために用いるべきパラメータおよび値を指定し得る。いくつか
の実施形態では、超音波装置は、ユーザが使用するパラメータおよび値を追加のシステム
設定の対応するセットに従って修正することにより、付帯データの各セットのための、パ
ラメータおよび値を生成し得る。追加のシステム設定の各セットにより、１つ以上のパラ
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メータおよび設定に対して、ユーザが選択した設定にオーバライドする特定の値を指定し
てよく、さらに／またはユーザが選択したパラメータおよび設定を修正するための規則（
例えば、深度を１段階増加させる、もしくは周波数を所定量減少させる）を指定してよい
。
【００８２】
　どのデータをどのくらい収集するかの決定は、いくつかの要因による影響を受けること
がある。場合によっては、この決定は、レビュアのプリファレンスによる影響を受けるこ
とがある。典型的には、ユーザは、レビュアが誰であるのか、およびレビュアが何を選好
し得るのかについて、いくらかの知識を有し得る。この知識は、どのデータを収集するの
かについての判断を導くために用いられることがある。どのデータおよび／またはどのく
らいのデータを収集するかの選択は、いくつかの実施形態では、自動化されている。例え
ば、システムは、どのデータをどのくらい収集するのかを、レビュアを識別することに基
づいて設定するように構成され得る。その他のいくつかの場合には、その検査のレビュー
のために、様々に異なるレビュアが結集される可能性があり得る。その場合には、ユーザ
は、様々に異なるレビュアのプリファレンスに合わせてデータを収集し得る。
【００８３】
　これについて例を用いて説明すると、レビュアＡは、複数通りの深度で、ただし同じ周
波数での超音波画像の検査を選好する場合がある。これは、組織の正常な健康状態からの
逸脱を、特にそれが身体内のより深い深度で発生している場合に、見逃さないことを確保
する助けとなり得る。レビュアＢは、画像の情報内容は撮像周波数によって変化するので
、同じ深度を複数通りの周波数で確認することを所望する場合がある。撮像周波数が高い
ほど、より低い信号対ノイズ比を代償にして、より良好な解像度の画像およびより高いコ
ントラスト分解能が得られる。従って、小さな病変は、典型的には、適切な信号対ノイズ
比を示すことを条件として、より高い周波数で検査される。しかしながら、レビュアによ
っては、様々に異なる周波数で病変を検査することを選好する。いくつかの実施形態では
、レビュー／イメージングシステムは、限定するものではないが、様々に異なる周波数で
のデータのような特定のタイプのデータが必要となる解析機能を有し得る。これがアプリ
オリ（a priori）に分かっている場合には、データ収集プロセスは、この要求に応えるよ
うに構成することができる。一例として、いくつかの解析アルゴリズム（例えば、臓器の
体積推定または大きさ推定）は、様々に異なる周波数のデータを必要とし得るとともに、
臓器全体または臓器の可能な限り多くの部分が撮像されるように、複数通りの深度のデー
タも必要とし得る。
【００８４】
　いずれの場合も、超音波装置は、１つのデータセットをそれに関連付けられたシステム
設定で取り込みおよび保存した後に、システム設定を自動的に変更するようにプログラム
され得る。それらの一連のシステム設定のシーケンスおよび各システム設定での取得持続
時間は、ライブイメージングセッションの前にアプリオリに、またはライブイメージング
セッション中に、指定され得る。先に指摘したように、各システム設定内で複数のパラメ
ータおよびそれらの値を指定できる。従って、各システム設定間で、複数のパラメータを
変更できる。
【００８５】
　例えば、ある１つのシステム設定では、４０ｍｍでのデータを１０ＭＨｚで取得するこ
とができ、次のシステム設定では、５０ｍｍでのデータを７ＭＨｚで取得することができ
る。この拡張撮像モードで超音波装置が体系的に処理を進める一連のシステム設定のシー
ケンスは、テーブルで指定され得る。このテーブルは、アプリオリに、または患者がスキ
ャンされている時間に対して相対的に様々に異なる時点でインタラクティブに、生成され
てよい。例えば、テーブルは、患者のスキャンの前にコンピュータ上でオフラインで生成
されてよく、さらに／または患者がスキャンされている時間中に生成されてよい。テーブ
ルが生成されたら、コントローラ（例えば、図５のコントローラ５１０）は、そのテーブ
ルを解釈し得るとともに、適切なタイミングでデータの取得、取り込み、およびその他の



(25) JP 2019-524338 A 2019.9.5

10

20

30

40

50

タスクが実行されるように、適切なタイミングの制御データまたはその他の情報を、超音
波装置内の様々なブロックに供給し得る。
【００８６】
　図１７Ａは、拡張撮像モードで動作する超音波装置に入力され得るパラメータおよび値
を提示する例示的なテーブルである。いくつかの実施形態では、ユーザは、様々に異なる
期間の複数セットの値を入力してよい。他の実施形態では、ユーザは、ある１つの期間の
１セットの値を入力するのみでよく、その他の値セットは、超音波装置が自動的に生成す
る。
【００８７】
　図１７Ａに示すように、超音波装置が患者を７０ｍｍの撮像深度で、２ＭＨｚの周波数
、５０ｍｍの送信フォーカスで撮像する第１の期間は、５秒間持続する。第２と第３の期
間も５秒間持続するが、ただし、超音波装置は、患者を１００ｍｍと１５０ｍｍの撮像深
度でそれぞれ、その他のパラメータは固定して撮像する。図１７Ａに提示するシーケンス
は、腹部検査のような検査法の場合に有用であり得る。
【００８８】
　図１７Ｂは、本発明の例示的な一実施形態による、拡張撮像モードで動作する超音波装
置に入力され得るパラメータおよび値を提示する別のテーブルである。図１７Ｂでは、超
音波装置が患者を７０ｍｍの固定撮像深度で、７ＭＨｚの周波数、５０ｍｍの固定送信フ
ォーカスで撮像する第１の期間は、５秒間持続する。第２の期間も５秒間持続するが、た
だし、超音波装置は、患者を１０ＭＨｚの周波数で撮像する。図１７Ａに提示するシーケ
ンスは、血管検査のような検査法の場合に有用であり得る。
【００８９】
　図１７Ａおよび図１７Ｂは、少数のパラメータ（周波数、深度、および送信深度の位置
）についてのみ、値を指定しているが、図１７Ａおよび図１７Ｂのテーブルは、より多数
またはより少数のパラメータを含んでよく、そのようなパラメータとして、限定するもの
ではないが、フロントエンドゲイン、バックエンドゲイン、振幅検波の前または後に適用
されるフィルタ、送信アポダイゼーションおよび受信アポダイゼーションなどのうちの任
意の１つ以上を含み得る。また、これらのテーブルは、より多数またはより少数の期間を
含んでもよい。それぞれの期間で、任意の数のパラメータの値を変更してよい。
【００９０】
　拡張撮像モードは、多くの方法で実施し得る。一変形例では、テーブル（例えば、図１
７Ａ）は、画像形成に必要なすべてのパラメータを含む必要はない。これらの例では、超
音波イメージングシステムは、指定されていないパラメータの値を自動的に選択し得る。
例えば、超音波装置は、このシステムで前に使用されたものと同じパラメータ設定を用い
てよい。例えば、図１７では、フロントエンドゲインは指定されていない。よって、超音
波装置が第１の期間の設定を用いて撮像するときには、フロントエンドゲイン設定は、こ
の拡張撮像モードを作動させる直前にシステムで使用していたものと同じであってよい。
拡張撮像モードを作動させる直前にフロントエンドゲインが４ｄＢと指定されていた場合
には、その作動後に用いられるゲインも４ｄＢであってよい。この概念を、画像の生成に
必要な複数のパラメータまたはすべてのパラメータに拡張させてよい。
【００９１】
　他の変形例では、指定されていないパラメータを自動的に設定するために、超音波装置
において確立された規則を用いることがある。これらの規則は、超音波装置のオペレーシ
ョンを担うソフトウェアプログラムおよび／またはその他の機構によって確立され得る。
例えば、フロントエンドゲイン・パラメータは、周波数パラメータに基づいて自動的に設
定され得る。例えば、１０ＭＨｚの周波数に、６ｄＢのフロントエンドゲインを関連付け
てよい。この関連付けは、アプリオリに、またはインタラクティブに、行われることがあ
る。
【００９２】
　よって、拡張撮像モードを作動させる前のフロントエンドゲインが４ｄＢであった場合
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で、かつテーブルが（図１７Ｂに示すように）ゲインに関する特定のエントリを含んでい
なかった場合には、拡張撮像モードに入って最初の撮像期間は、４ｄＢのフロントエンド
ゲインを用いてよい。しかしながら、期間２に入って、周波数が１０ＭＨｚに調整された
ら、このシステム内の他の箇所で確立された別の規則によって、６ｄＢのフロントエンド
ゲインを用いてよい。
【００９３】
　他の変形例では、トリガイベントによって、それらの期間を開始させてよい。例えば、
患者は、患者のＥＣＧを記録する装置につながれることがあり、そのＥＣＧは、超音波装
置のトリガ処理回路（例えば、図４のトリガ処理回路４６０）に入力され得る。拡張撮像
モードを作動させた後に、ＥＣＧトレースにおいて特定のイベント（例えば、ＱＲＳ群の
ピークなど）が発生したときに、さらなる期間を始動または開始させ得る。第１の撮像期
間が終了した後に、ＥＣＧトレースにおいて同じイベントが再発するまで、および／また
は他のイベントが発生するまでは、第２の期間は開始しなくてよい。このモードは、レビ
ュー／イメージングシステムにおいて複数の期間からの画像を形成すべき状況において有
効であり得る。
【００９４】
　他の変形例では、どの付帯データを拡張撮像モードにおいて取得するのかを制御するコ
マンドのセットを、特定のレビュアまたは特定の患者または特定の照会医、特定のソノグ
ラファなどに関連付けてよい。超音波装置は、特定の検査に関する情報（例えば、誰がレ
ビュアとなるか、または誰が照会医であるか）に基づいて、コマンドのセットを選択して
、拡張撮像モードをセットアップするために、それらのコマンドを実行し得る。
【００９５】
　超音波装置は、拡張撮像モードに入ると、限定するものではないが、ＲＦデータ、走査
変換前の検出データ、走査変換データまたは表示データなどを含む１つ以上のタイプの超
音波データを保存するようにプログラムすることができる。いくつかの実施形態では、取
り込むデータのタイプを、テーブルで指定することができる。
【００９６】
　図１７Ｃは、本発明の例示的な一実施形態による、拡張撮像モードで動作する超音波装
置のパラメータ、値、および取り込むデータタイプの設定を提示するテーブルである。こ
の例示的な実施形態では、それぞれの期間で、チャネル毎のＲＦデータと走査変換データ
の両方を収集する。取り込みおよび保存されるデータのタイプは同じ（例えば、チャネル
毎のＲＦデータ、走査変換データ）であるが、撮像条件（例えば、深度）が異なる。図１
７Ｃに示すように、本発明の実施例による拡張撮像モードで動作する超音波装置では、撮
像条件、時間量、ならびに（拡張撮像モードにおいて）取り込みおよび保存されるデータ
の１つ以上のタイプ、を柔軟に指定できる。
【００９７】
　どの付帯データを拡張撮像モードにおいて取得するのかを指定するための他の方法とし
て、保存すべき付帯データを規定する値を含むファイルを提供すること、制御を設定する
こと、ある特定のタイプのデータを拡張撮像モードにおいて常に取得するように超音波装
置を（例えば、ファームウェアで）構成設定すること、などが含まれるが、ただし、これ
らに限定されない。
【００９８】
　いくつかの実施形態では、超音波装置は、拡張撮像モードにある間のデータ収集プロセ
スのステータスを示すフィードバックをユーザに提供する。例えば、超音波装置は、デー
タ収集プロセスのステータスをディスプレイ（例えば、ディスプレイ２０１）に表示し得
る。その表示は、収集されているデータのタイプ、収集済みのデータ量、データ収集を終
えるのに必要なさらなる時間などのような情報を含み得るが、ただし、これらに限定され
ない。場合によっては、図１７Ａ、図１７Ｂ、図１７Ｃのようなテーブルを表示し得る。
データ収集に使用中の行をハイライト表示してよい。また、データ収集の完了を、「デー
タ収集完了」のようなメッセージ、または他の可聴信号、視覚信号、および／もしくは触
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覚フィードバック信号で示してもよい。
【００９９】
　図１８は、図１７Ａのパラメータおよび値を用いているときの超音波装置において発生
するイベントのシーケンスを示すタイミング図である。拡張撮像モードを作動させると、
超音波装置は、図１７Ａで指定されているようにシステム設定を変更して、指定されたシ
ーケンスで、指定された時間量にわたって患者の画像を取得する。
【０１００】
　図１８において、曲線１８００は、超音波装置が撮像している期間と、超音波装置が撮
像していない期間を示している。期間１の間は、超音波装置は、図１７Ａの第１の期間に
指定されたパラメータおよびそれらの値を用いて患者を撮像する。次に、超音波装置は、
期間２で患者を撮像する前に、図１７Ａの第２の期間に指定されたパラメータおよびそれ
らの値をロードする。期間２では、超音波装置は、図１７Ａに示す第２のデータセットに
基づいて変更された設定を用いて患者を撮像する。期間２が終了した後に、超音波装置で
は、図１７Ａの第３の期間に指定されたパラメータおよびそれらの値をロードする。超音
波装置は、これらの値を用いて、期間３で患者を再度撮像する。
【０１０１】
　いくつかの実施形態では、それらの期間は、トリガイベントが発生するまでは開始され
ない場合がある。心臓検査では、ＱＲＳ群のピークが何らかのプリセット値よりも大きい
場合にトリガイベントが発生し得る。それらの期間は、図１８では一定間隔で開始してい
るが、トリガ処理を用いる場合には、それらの期間は一定間隔で開始しない場合がある。
本例では、トリガ信号としてＥＣＧを用いているが、超音波画像の取得または保存をトリ
ガするために、限定するものではないが、呼吸信号のような他の信号を用いてもよい。
【０１０２】
　拡張ボリューム撮像モード
　拡張撮像モードの変形例では、ユーザがデータ保存機能を作動させたときに、ボリュー
ムデータを取得することができる。拡張撮像モードと同様に、取り込まれるデータのタイ
プは、超音波装置構成およびシステム設定に応じて、上記のタイプ（例えば、ＲＦデータ
、走査変換前の検出データ、または走査変換データもしくは表示データ）のうちの１つ以
上であり得る。拡張ボリューム超音波データモードに適したデータを生成するトランスデ
ューサとして、２Ｄトランスデューサ、揺動可能な１Ｄトランスデューサ、および回転可
能な１Ｄトランスデューサが含まれるが、ただし、これらに限定されない。
【０１０３】
　拡張ボリューム撮像モードでは、超音波装置は、各データセットを保存した後にシステ
ム設定を自動的に変更するようにプログラムされ得る。それらの一連の設定のシーケンス
および各設定での取得時間は、ライブイメージングセッションの前にアプリオリに指定さ
れることがあり、またはライブイメージングセッション中にユーザが指定することがある
。上記の拡張撮像モードと同様に、様々に異なるパラメータおよび値を用いてデータセッ
トを取得、保存、および転送し得るように、拡張ボリューム撮像モードで動作する超音波
装置における設定をプログラムすることができる。
【０１０４】
　図１９は、本発明の例示的な一実施形態による、拡張ボリューム撮像モードで動作する
超音波装置の例示的なパラメータ、値、および設定を提示するテーブルである。この場合
、取り込むべきデータのタイプは、ライン毎の走査変換前データに指定されている。この
テーブルでは、期間１は、５秒間持続し、４０ｍｍの深度で、撮像周波数は７ＭＨｚ、送
信フォーカスは２０ｍｍである。走査仰角は５°に選択され、走査方位角は１０°に選択
される。期間２は、同じく５秒間持続するが、３０ｍｍの撮像深度で、撮像周波数は１０
ＭＨｚ（送信フォーカスは２０ｍｍのまま）である。また、この場合の走査仰角は１０°
に設定され、走査方位角は１０°のままである。様々に異なる走査角で画像を取り込んで
、それらをレビュー／イメージングシステムに転送することにより、ユーザは、患者を再
スキャンすることなくレビュアがレビュー／イメージングシステム上で３Ｄ超音波画像を
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再構築することを支援できる。
【０１０５】
　レビューステーション
　図６は、レビューステーション６０として使用され得るタイプのレビューステーション
６００の斜視図である。レビューステーション６００は、キーボード６０１と、マウス６
０２と、ディスプレイ６１０と、レビュアがレビューのための画像を選択して表示させる
ことを可能とするソフトウェアを実行するコンピュータ６２０と、を備え得る。レビュー
ステーション６００は、ネットワーク、超音波装置、および／または外部メモリモジュー
ルに接続され得る（例えば、図１を参照）。レビュアは、超音波画像を閲覧して診断を下
すためにレビューステーション６００を使用することができる。ディスプレイ６１０は、
高精細表示が可能なモニタを含み得る。コンピュータ６２０は、レビュアがレビューのた
めに画像蓄積および／またはアーカイブシステム（図１を参照）から取り出した超音波画
像を効率的に表示させることを可能とするツールを提供するソフトウェアを実行し得る。
【０１０６】
　レビューステーション６００は、レビュアによる画像の閲覧を可能とする、いくつかの
コントロールを備え得る。これらのコントロールは、キーボード６０１、マウス６０２、
またはその他の入力（図示せず）によって提供され得る。このようなコントロールの例と
して、レビュアによるシネループの早送りおよび巻戻しを可能とするコントロール、レビ
ュアによる画像の輝度およびコントラストの変更を可能とするコントロール、レビュアに
よる超音波画像での計測、定量化、および計算の実施を可能とするコントロール、などが
含まれる。画像とのインタラクション（例えば、計測、計算、および定量化を実施するこ
と）によって、レビュアは患者の診断に達し得る。
【０１０７】
　計測とは、通常、解剖学的構造の大きさの計測を指し、計算とは、通常、それらの計測
値から導出された値を指す。例えば、妊娠中の患者の妊娠期間は、胎嚢径および頭殿長の
計測値に基づいて計算され得る。解剖学的構造の大きさを計測するために、画像上にキャ
リパツール（caliper tool）を配置し得る。定量化は、通常、より高度な計算を指す。例
えば、駆出率の導出、１回拍出量の導出、または左室機能の定量化は、心機能の診断に用
いられる定量化機能である。
【０１０８】
　レビュー／イメージングシステム
　図７は、本発明の例示的な一実施形態によるレビュー／イメージングシステム７００の
斜視図である。レビュー／イメージングシステムは、レビューステーションの特徴として
周知の設計構成および／または動作の任意の特徴を取り入れたもの、あるいはそのような
特徴を、画像の処理および表示ならびに／または付帯データの処理の強化された制御のた
めの本明細書に記載の特徴と共に任意の組み合わせで取り入れたもの、であってよい。
【０１０９】
　レビュー／イメージングシステム７００は、コンピュータ７２０によって駆動されるデ
ィスプレイ７１０を備える。レビュー／イメージングシステム７００は、表示される画像
に対して、レビューステーション６００において可能であるよりもはるかに幅広い範囲の
制御を可能とするコントロールを提供し得る。そのような制御は、超音波装置の画像処理
チェーンにおけるより早い段階からの付帯データおよび／または超音波装置の様々に異な
る設定を用いて得られた付帯データを、レビュー／イメージングシステム７００において
利用できることによって容易となる。
【０１１０】
　例えば、レビュー／イメージングステーション７００は、撮像深度、撮像周波数、送信
フォーカスの位置、順次フォーカスパターンにおける送信フォーカスの数、高周波データ
またはベースバンドドメインに適用されるフィルタ、のうちの１つ以上をレビュアが変更
することを可能とするコントロールを備え得る。そのようなコントロールは、超音波装置
から処理済みの画像データのみを受信するレビューステーション６００では提供すること



(29) JP 2019-524338 A 2019.9.5

10

20

30

40

50

ができなかった。
【０１１１】
　いくつかの実施形態では、レビュー／イメージングシステム７００は、超音波キーボー
ド７３０を備える。超音波キーボード７３０は、例えば、キーパッド７３１、スライダ７
３２、１つ以上のノブ７３３、１つ以上のプッシュボタン７３４、および１つ以上のトラ
ックボール７３５を含み得る。超音波キーボード７３０は、超音波画像を取得するために
使用される超音波装置において見られる超音波キーボード（例えば、図２の超音波キーボ
ード２４０）と同様のものであってよい。例えば、超音波キーボード７３０は、超音波キ
ーボード２４０で提供される同等のコントロールと同様に配置されたコントロールを提供
し得る。この構成は、特定のグループまたは診療においてソノグラファもしくは技師が使
用する超音波装置がすべて同じものである場合に、特に良好に機能し得る。大きな診療所
または病院では、この構成は除外されないものの、様々なメーカの超音波装置が使用され
ている場合があり、レビュー／イメージングシステムで使用される超音波キーボードは、
いずれかのタイプの超音波装置で見られるものと必ずしも同じものではないことがある。
超音波キーボード７３０は、超音波装置に結合されたキーボードに見られるコントロール
のすべてを備える必要はないが、その構成は除外されない。
【０１１２】
　いくつかの実施形態では、レビュー／イメージングシステム７００は、超音波装置の画
像処理チェーンにおけるより早い段階で形成されたデータ（例えば、走査変換前データ、
ＲＦデータなど）を処理する画像処理モジュールを備える。画像処理モジュールは、レビ
ュー／イメージングシステムのモニタ７１０に任意選択的に表示させることが可能な画像
を生成することができる。レビュー／イメージングシステム７００は、超音波装置からの
付帯データを最終的な画像にするステップのためのパラメータおよび設定をレビュアが選
択および設定することを可能とするコントロールを備え得る。
【０１１３】
　図８は、例示的な一実施形態によるレビュー／イメージングシステム８００のブロック
図である。レビュー／イメージングシステム８００は、１つ以上のモジュールを備え得る
。レビュー／イメージングシステム８００は、各種モジュール間でのデータおよび制御の
転送を可能とするデータ／制御バス８０１を備える。レビュー／イメージングシステム８
００は、各種モジュールのアクティビティを連携調整する処理装置８１０を備える。処理
装置８１０は、プロセスコントローラを有する中央処理装置（ＣＰＵ）であり得る。
【０１１４】
　レビュー／イメージングシステム８００は、さらに、何らかの方法で画像を処理するこ
とが可能な１つ以上のモジュールを備え得る。これらの画像処理モジュールは、画像復号
器モジュール８２１、画像形成器モジュール８２２、画像処理器モジュール８２３、画像
解析器モジュール８２４、画像レビューモジュール８２５、および計算／計測／定量化モ
ジュール８２６を含み得るが、ただし、これらに限定されない。これらの画像処理モジュ
ールは、超音波装置で提供することができる画像処理チェーンの一部またはすべてを実行
し得る。
【０１１５】
　いくつかの実施形態では、これらの画像処理モジュールは、グラフィック処理装置（Ｇ
ＰＵ）８２０内に実装される。あるいは、画像処理モジュールは、１つ以上のハードウェ
アエンティティ上で動作するように実装されてよい。例えば、モジュールは、適切に構成
された（ソフトウェアおよび／またはファームウェアによって構成された）データプロセ
ッサ、（フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）のような）構成可能な論理
回路、またはカスタム論理回路によって提供され得る。様々に異なるモジュールは、同じ
デバイスもしくはデバイスの組み合わせによって、または異なるデバイスもしくはデバイ
スの組み合わせによって提供され得る。従って、いくつかのモジュールは、ＧＰＵ８２０
上で動作するように実装され得る一方、他のいくつかのモジュールは、処理装置８１０（
例えば、ＣＰＵ）または他の論理回路もしくはデバイス上で動作し得る。非限定的な例と
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して、画像レビューモジュール８２５および計算／計測／定量化モジュール８２５は、Ｃ
ＰＵ上で動作するように実装され得る一方、他の画像処理モジュール８２１、８２２、８
２３、８２４は、ＧＰＵ上で動作するように実装され得る。
【０１１６】
　ユーザインタフェース８４０を介してレビュー／イメージングシステム８００とインタ
ラクションするために、範囲が拡大されたコントロールを提供するユーザインタフェース
コントローラ８５０を用いてよい。いくつかの実施形態では、ユーザインタフェースコン
トローラ８５０は、超音波キーボードを含み得る。超音波キーボードは、超音波装置で提
供されるのと同じまたは類似のタイプおよび機能のコントロールを用いて、レビュー／イ
メージングシステム８００の画像処理チェーンを制御するように構成され得る。
【０１１７】
　レビュー／イメージングシステム８００は、さらに、限定するものではないが、ＵＳＢ
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＲＳ２３２、イーサネット、ＦｉｒｅＷｉｒｅ（登
録商標）、Ｔｈｕｎｄｅｒｂｏｌｔ（登録商標）インタフェースなどの有線または無線の
データインタフェースを介した通信をサポートし得る通信モジュールのような、他のモジ
ュール（図示せず）を備え得る。レビュー／イメージングシステム８００は、ディスプレ
イ８６０を備え得る。ディスプレイ８６０は、画像処理モジュールの出力をレビュアに対
して表示し得る。いくつかの実施形態では、ディスプレイ８６０は、ユーザインタフェー
ス８４０と通信してよく、さらに／またはユーザインタフェース８４０の一部である。
【０１１８】
　レビュー／イメージングシステム：ローカルストレージメモリモジュール
　レビュー／イメージングシステム８００は、さらに、ローカルストレージメモリモジュ
ール８３０を備え得る。ローカルストレージメモリモジュール８３０は、レビュー用の超
音波画像および付帯データを（例えば、デジタル蓄積アーカイブシステム７０から）受信
して、保存し得る。
【０１１９】
　いくつかの実現形態では、ローカルストレージメモリモジュール８３０は、ＤＩＣＯＭ
データ蓄積部８３１と非ＤＩＣＯＭ蓄積部８３２とを有する。レビュー／イメージングシ
ステム８００を操作するレビュアによって検査が再要請されると、外部ストレージ（例え
ば、図１のデジタル蓄積アーカイブシステム７０）からローカルストレージメモリモジュ
ール８３０にデータがダウンロードされ得る。ダウンロードされるデータは、パラメータ
、設定、値、および画像などを含み得る。ダウンロードされるデータは、ＤＩＣＯＭ形式
の場合があり、ＤＩＣＯＭデータ蓄積部８３１に一時的に保存され得る。いくつかの実施
形態では、ダウンロードされるデータは、非ＤＩＣＯＭ形式の場合があり、非ＤＩＣＯＭ
データ蓄積部８３２に直接保存され得る。画像復号器モジュール８２１は、ダウンロード
されたデータ（ＤＩＣＯＭまたは非ＤＩＣＯＭ）およびその他の情報を読み取って、ダウ
ンロードされたデータを復号化し、その復号化されたデータおよびその他の情報を、非Ｄ
ＩＣＯＭデータ蓄積部８３２に保存し得る。
【０１２０】
　図９Ａは、本発明の例示的な一実施形態によるレビュー／イメージングシステム８００
における復号化オペレーション９００を示すブロック図である。本例では、超音波装置は
、チャネル毎のＲＦデータと走査変換データの両方を収集するように指示を受けた。（Ｄ
ＩＣＯＭ形式を用いる場合には、ＤＩＣＯＭ復号器であり得る）画像復号器９２１は、デ
ータ９０１を復号化して、ボックス９１０～９１５に示すような別々のブロックにデータ
９０１を分離する。これらの別々のデータブロックは、メモリモジュール（例えば、ロー
カルストレージメモリモジュール８３０）の異なるセグメントに配置することができる。
例えば、これらの別々のデータブロックは、非ＤＩＣＯＭデータ蓄積部８３２に保存する
ことができる。また、レビュー／イメージングシステム８００内の他のモジュールは、必
要に応じてブロック９１０～９１５にアクセスすることができる。
【０１２１】
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　図９Ａに示す例では、ブロック９１０、９１１、９１２は、２ＭＨｚの撮像周波数、７
０ｍｍの送信フォーカスで、それぞれ、７０ｍｍ、１００ｍｍ、１５０ｍｍの撮像深度の
５秒間の走査変換画像に対応している。このデータが復号化され、ローカルメモリ（例え
ば、ローカルストレージメモリモジュール８３０）に保存されることによって、レビュア
は、ディスプレイ８６０に表示されるべき画像の撮像深度を、キーボードのようなユーザ
インタフェースおよびユーザインタフェースコントローラ８５０を介して選択し得る。
【０１２２】
　本例では、ブロック９１３、９１４、９１５は、２ＭＨｚの撮像周波数、７０ｍｍの送
信フォーカスで、それぞれ、７０ｍｍ、１００ｍｍ、１５０ｍｍの撮像深度の５秒間のチ
ャネル毎のＲＦデータに対応している。この情報を用いて、レビュアは、限定するもので
はないが、アポダイゼーションなどの設定を変更できる。アポダイゼーションの具体的な
例では、レビュアは、例えば、画像の解像度を向上させるために、均一なアポダイゼーシ
ョンまたはガウスアポダイゼーションの間で選択し得る。
【０１２３】
　ローカルストレージメモリモジュール８３０は、レビュー／イメージングシステム内の
他のモジュール（例えば、計算モジュール８２６）によって実行され得る演算または計算
の部分結果もしくは完全な結果を保存することができる。図８では、ローカルストレージ
メモリモジュール８３０を別個のブロックとして示しているが、他の構成も可能である。
例えば、メモリは、分散されてよく、さらに、図８に示すように中央バス８０１にではな
く、他のモジュールに直接インタフェースしてよい。
【０１２４】
　図９Ｂは、Ｂモード走査変換データに対する復号化／符号化スキームの際に使用され得
るメモリ構成の概略図である。図９Ｂに示す例では、レビュー／イメージングシステム８
００内のデータ構成は、超音波装置内のデータ構成と同様である。
【０１２５】
　図９Ｂは、ブロック９１０の情報をいかにしてローカルストレージメモリモジュール８
３０に格納できるかについての一例である。図９Ｂでは、メモリ位置９１０Ｃにパラメー
タ「深度」を格納し、このパラメータの値をメモリ位置９１０Ｄに格納する。この場合、
深度パラメータの値は、７０（ｍｍ）である。処理装置８１０は、メモリ位置９１０Ｃの
フィールドを「深度」パラメータとして、９１０Ｄのフィールドを「深度」パラメータの
値として、解釈することができる。このような解釈の後に、この値を適切なモジュールに
送信することができる。この値は、９１０Ｌに格納された画像データがレビュー／イメー
ジングシステム８００のディスプレイ８６０に表示されるときなどに、様々な方法で使用
されることがある。メモリ位置９１０Ｋの情報は、位置９１０Ｌに格納されたデータのタ
イプをレビュー／イメージングシステム８００に通知するものである。メモリ位置９１０
Ｉおよび９１０Ｊは、超音波装置からレビュー／イメージングシステム８００に転送され
得る画像処理情報のタイプの一例を提示している。
【０１２６】
　メモリ位置９１０Ｉは、メモリ位置９１０Ｊに後処理パラメータが格納されていること
を明示している。後処理パラメータは、場合によっては、グレイマップと呼ばれる。よっ
て、位置９１０Ｊの情報は、画像がレビュー／イメージングシステム８００上に表示され
るときに使用されることがある。一例として後処理パラメータを用いて、同じパラメータ
について複数の設定を保存することも可能であり得る。例えば、典型的な超音波装置では
、ユーザは、複数の後処理マップ（グレイマップ）の中から選択することができる。デー
タ、パラメータ、およびその他の情報が超音波装置内で保存および取り込みされるときに
、後処理マップのすべての許容値も保存され得る。よって、この情報が復号化されるとき
に、複数ペアのメモリ位置に、メモリ位置９１０Ｉおよび９１０Ｋに格納されるデータと
同様のデータが格納され得る。この情報がレビュー／イメージングシステム８００のロー
カルストレージメモリモジュール８３０に格納されることで、レビュアは、ユーザがライ
ブイメージングセッション中に超音波装置を使用していたときと同じ後処理パラメータの
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選択肢の一部またはすべてを有することが可能であり得る。よって、ユーザがライブイメ
ージングセッション中に特定のグレイマップを使用した場合であっても、レビュアは、レ
ビュー／イメージングシステム８００での画像のレビュー中に自身が選好するグレイマッ
プを選択することが可能である。
【０１２７】
　この後処理パラメータの例は、レビュー／イメージングシステム８００が（様々に異な
る銘柄および型式を含む）１つ以上のタイプの超音波装置からのデータを受け入れて、超
音波装置で利用可能であり得るのと同様のコントロールをレビュアに提供することができ
るという概念を例示している。例えば、超音波装置Ａでは、２つの異なる後処理パラメー
タセットを許容しているのみであり得る一方、超音波装置Ｂでは、５つの異なる後処理パ
ラメータセットを許容している場合がある。そのデータがレビュー／イメージングシステ
ム８００で復号化されるときに、超音波装置Ａについては、９１０Ｉおよび９１０Ｊと同
様のメモリ位置は２ペアのみであり得る一方、超音波装置Ｂについては、９１０Ｉおよび
９１０Ｊと同様のメモリ位置は５ペアであり得る。他の例では、レビュー／イメージング
システム８００は、画像を取得するために使用される超音波装置で利用できる選択肢を超
える後処理の選択肢を提供し得る。例えば、レビュー／イメージングシステム８００は、
超音波装置Ａについて、９１０Ｉおよび９１０Ｊと同様のメモリ位置を２ペアよりも多く
提供することがある。
【０１２８】
　図９Ｃは、ブロック９１３に示すチャネル毎のＲＦデータに対してレビュー／イメージ
ングシステム８００において使用され得る例示的なメモリ構成の概略図である。ブロック
９１３の情報は、ブロック９１０の情報とは異なり得る。例えば、メモリ位置９１３Ａに
パラメータ「サンプリング周波数」を格納し、このパラメータの値をメモリ位置９１３Ｂ
に格納する。メモリ位置９１３Ｃ～９１３Ｅについては、以下のセクションで解説する。
【０１２９】
　レビュー／イメージングシステム：画像形成器
　画像形成器８２２は、限定するものではないが、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、
グラフィック処理装置（ＧＰＵ）、中央処理装置（ＣＰＵ）、ＦＰＧＡ、カスタム論理回
路、またはこれらの２つ以上の任意の組み合わせのような、様々な計算資源上に実装され
得る。図８は、ＧＰＵへの実装を示している。いくつかの実施形態では、画像形成器にお
いて実行される計算は、入力されるデータのタイプに部分的に依存する。
【０１３０】
　以下の式１は、画像形成器８２２において実行され得る計算の一例によって、上記の概
念を例示している。本例では、超音波装置のトランスデューサはＮ個の素子を有し、超音
波イメージングシステムにおいて合成開口型の撮像が行われる。この具体的な例では、一
度に１つのトランスデューサ素子を用いてエネルギーを送信し、続いて、そのエネルギー
のエコー（echo）を受信する。各エコー信号を、１つのトランスデューサ素子で受信する
。一例では、超音波装置は、すべての各素子からの送信およびすべての各素子での受信を
（一度に１つずつ）実現するために、Ｎ2回の点弧（firing）を実行する。このような理
解によれば、画像平面上の各画素は、次の式１で形成することができる。
【０１３１】
【数１】

　ここで、ｘ，ｙは、画像平面内の座標である。画像平面は、表示面（または表示画面）
と１対１対応を有し得るが、その他の関係が除外されるわけではない。さらに、
　Ａtx,rx（ｘ，ｙ）は、アポダイゼーション関数であり、この関数は、ｘ，ｙにおける
画像を生成するとされる特定の送信素子ｔｘおよび特定の受信素子ｒｘに依存し得る。
【０１３２】



(33) JP 2019-524338 A 2019.9.5

10

20

30

40

50

　ｆtx,rx（ｘ，ｙ）は、フィルタ関数である。このフィルタ関数は、ｘ，ｙにおける画
像を生成するとされる特定の送信素子ｔｘおよび特定の受信素子ｒｘに依存し得る。
　Ｓtx,rx（ｘ，ｙ）は、送信素子ｔｘを点弧させ、このエネルギーを、受信素子ｒｘを
用いて受信したときのｘ，ｙにおける信号である。
【０１３３】
　上記のパラメータについて、トランスデューサ位置は、既知であって、画素位置ｘ，ｙ
を含む同じ平面内にあると仮定する。
　本例を図９Ｃに示す復号化された情報に関連付けると、Ｓtx,rxは、メモリ位置９１３
Ｈに格納されたチャネル毎のＲＦデータであってよく、Ａtx,rxは、メモリ位置９１３Ｄ
に格納されたアポダイゼーション値であってよく、ｆtx,rxは、メモリ位置９３１Ｆに格
納されたフィルタ係数であってよい。従って、図９Ｃに示す具体的な構成によれば、レビ
ュー／イメージングシステム８００は、メモリ位置９１３Ｈに格納されたＲＦデータおよ
び他のメモリ位置に格納されたパラメータを用いて画像を生成するために、式１を用い得
る。
【０１３４】
　図９Ｄは、例示的な一実施形態による、あるパラメータに複数の値を有するチャネル毎
のＲＦデータに対する復号化／符号化スキームの際に使用され得るメモリ構成の概略図で
ある。ここでは、（超音波装置からの）２セットのアポダイゼーション値が格納されて、
復号化の後にレビュー／イメージングシステム８００で利用できる。２セットのアポダイ
ゼーション値は、メモリ位置９２３Ａおよび９２３Ｂに格納される。ハミングアポダイゼ
ーションを適用するために、係数ａ1～ａnを指定してよい。メモリ位置９２３Ｂの係数は
すべて１であり、メモリ位置９２３Ｂの値が用いられた場合の、均一なアポダイゼーショ
ンを示している。図９Ｄに示す例では、レビュアは、２つのアポダイゼーション関数から
選択でき、サイドローブノイズがより少ないことが選好される場合にはハミングアポダイ
ゼーションを、高解像度が選好される場合には、均一なアポダイゼーションを選択するこ
とができる。このように、レビュアは、通常は超音波装置において調整されるパラメータ
を、レビュー／イメージングシステム８００において柔軟に変更できる。これらのパラメ
ータは、画像品質に影響を及ぼすことがある。
【０１３５】
　概して、レビュー／イメージングシステム８００は、任意のタイプの超音波装置からの
データを受け入れて、そのデータに基づいて画像を生成することが可能である。いくつか
の実施形態では、それぞれの超音波装置は、独自のフィルタリング機能、アポダイゼーシ
ョン関数、ならびに／またはその他の信号処理機能および画像処理機能を用いている場合
がある。データ、パラメータ、およびその他の情報を取り込むときに、それぞれの超音波
装置は、その特殊な情報を保存し得る。この情報は、レビュー／イメージングシステム８
００に転送されて、この超音波装置に付随する特殊な情報は、画像の生成に使用され得る
。従って、これらの画像は、超音波装置で生成された画像と同じもの、または類似したも
のとなる。
【０１３６】
　上記の例では、アポダイゼーションの適用のような計算は、超音波装置で取り込みおよ
び保存されたデータ、パラメータ、およびその他の情報によって決定されたものであるが
、レビュー／イメージングシステム８００は、追加的または代替的に、オプションとして
、画像を生成するために他の計算および／または他の処理を実行し得る。受信側処理にハ
ミングアポダイゼーションのみを用いる超音波装置の例を考える。この例の超音波装置か
らチャネル毎のＲＦデータが取り込まれるのであれば、レビュー／イメージングシステム
８００は、均一なアポダイゼーションまたは他のアポダイゼーション関数も適用する機能
を提供し得る。
【０１３７】
　この機能は、いくつかの方法のいずれかで実現し得る。１つの方法では、各データタイ
プに対して実行され得る様々な計算を指定するテーブルを、レビュー／イメージングシス
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テム内にプログラムし得る。従って、チャネル毎のＲＦデータの例では、テーブルは、限
定するものではないが、画素加算、アポダイゼーション、および／またはフィルタリング
を含み得る許容される計算を指定し得る。さらに、アポダイゼーションの例では、レビュ
ー／イメージングシステム８００は、ｎ個の係数の複数セットを指定することができ、こ
のとき、各セットは、特定のアポダイゼーションに対応する。いくつかの実施形態では、
レビュアは、ユーザインタフェース８４０を介してアポダイゼーションを調整する。
【０１３８】
　図１０は、例示的な一実施形態によるレビュー／イメージングシステム８００における
信号処理チェーンを示す機能フロー図である。プロセス１０２２Ａおよび１０２２Ｂは、
画像形成器８２２で利用できる様々に異なるタイプのデータを用いて実行することができ
る計算のタイプを示している。超音波装置の画像処理チェーンにおける様々に異なる段階
からの入力データ１０００、１００２、１００４、１００５は、様々に異なる点で信号処
理チェーンに入る。
【０１３９】
　プロセス１０２２Ａでは、チャネル毎の受信ＲＦデータ１０００が画像形成器８２２に
入力される。このタイプのデータは、超音波装置によるライブイメージングセッション中
に合成開口型の撮像形式が用いられた場合に、利用できることがある。プロセス１０２２
Ａは、このデータを用いて実行することができる計算のいくつかの例を提示している。こ
のリストには、受信アポダイゼーションの適用、チャネル毎のフィルタの適用、チャネル
毎のゲインの適用、特定の画素位置のＲＦデータの合算などが含まれるが、ただし、これ
らに限定されない。
【０１４０】
　いくつかの実施形態では、レビュー／イメージングシステムにおいて、ライン毎または
チャネル毎にゲインを変更する機能を提供している。この機能により、様々なレビュアが
、様々に異なる部位をより最適な方法で診察するために、様々に異なるゲイン設定を選択
可能にすることができる。例えば、画像の中央付近のゲインは調整することなく、画像の
側縁付近のゲインを高めてよい。これにより、画像の中央が雑音になることを防ぎ得る。
【０１４１】
　プロセス１０２２Ａの出力は、画素データまたはライン毎のデータ１００１を含み得る
。ライン毎の出力１００１は、音響ラインをシミュレートするように構成されてよく、こ
のとき、各ラインは、データの取得に使用されたトランスデューサに対するステアリング
方向に関連付けられる。従って、ライン毎の出力１００１のために、シミュレートライン
またはステアリング方向に沿ってｘ，ｙ座標が、これらの座標に沿って実行される式１の
計算を用いて、計算され得る。
【０１４２】
　超音波装置が、（チャネル毎のデータ１０００ではなく）ライン毎のＲＦデータ１００
２を保存および転送するように構成されている場合には、ライン毎のＲＦデータ１００２
は、プロセス１０２２Ｂへの入力として転送されることが可能である。このブロックで、
実行することができるいくつかの計算の例として、１Ｄまたは２Ｄフィルタリング、周波
数依存減衰の補正、ゲインの調整、ヒルベルト変換および検波のような他のＲＦベースの
処理などが含まれるが、ただし、これらに限定されない。プロセス１０２２Ｂの出力は、
検出された画素データもしくはラインまたはライン毎の検出データ１００３を含み得る。
プロセス１０２２Ｂの出力は、さらに、限定するものではないが、ドプラ処理（Doppler 
processing）およびひずみ処理のような他の処理の結果を含み得る。プロセス１０２２Ｂ
における処理ステップおよび処理の順序は、超音波装置に保存されたデータ、パラメータ
、およびその他の情報によって決定され得る。
【０１４３】
　レビュー／イメージングシステム８００は、さらに、超音波画像データおよび付帯デー
タを取得するために使用された超音波装置では利用できなかった追加の機能も提供し得る
。これらの機能によって、１つ以上のタイプの超音波装置からのデータを、レビュー／イ
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メージングシステム８００において処理し得る。
【０１４４】
　式２は、入力がライン毎のデータ１００１または１００２である場合に、プロセス１０
２２Ｂにおいて画像形成器８２２内で実行され得る計算の一例を提示している。ライン毎
のデータ１００２は、超音波装置で生成されることができ、または上述のように、ライン
毎のデータ１００１は、画像形成器８２２のプロセス１０２２Ａで生成されることができ
る。超音波装置でライン毎のデータを生成しているときには、複数のステアリング方向に
対応した複数のラインによって、１つの音響フレームが生成され得る。参考として、遅延
和ビームフォーミングを用いる典型的な撮像シーケンスでは、トランスデューサは、ある
数の送信を点弧し、それぞれの送信で別の数の受信ラインを形成する。これらのラインの
それぞれは、ステアリング方向に対応している。音響フレームを構成するラインのセット
は、スキャン対象についての所望の空間範囲または角度範囲をカバーするように選択され
る。
【０１４５】
　プロセス１０２２Ｂで実行することができる計算の一例は、ライン毎のデータ１００１
および／または１００２を、ライン毎の検出データ１００３に変換することである。この
検波プロセスにおいて、限定するものではないが、深度依存ゲインを適用すること、また
は周波数依存減衰を補正するためのフィルタなどのフィルタを適用すること、のような他
のオペレーションを、ＲＦラインに対して実行することができる。式２は、この検波プロ
セスの一例を提示している。
【０１４６】

【数２】

　ここで、
　ｍは、ｍ番目のラインを指す；
　ｄは、深度（またはトランスデューサからの距離）を指す；
　ｇm（ｄ）は、ｍ番目のライン深度依存ゲインを指す；
　νm（ｄ）は、ｍ番目のラインについて深度依存減衰を調整または補正する関数を指す
；
　ＲＦm（ｄ）は、ｍ番目の入力ＲＦラインを指す；
　Ｂm（ｄ）は、ｍ番目の出力検出ラインを指す；
　記号｜．．｜は、検波プロセス（またはＲＦラインの絶対値を取ること）を指す。
【０１４７】
　式２の例では、ライン毎のＲＦ入力が与えられると、レビュアは、様々なゲイン値を選
択することができる。典型的には、超音波装置はそれぞれ、独自のゲイン曲線を有し、そ
れは、保存され得るとともに、レビュー／イメージングシステムに転送され得る。レビュ
アは、そのデータの発信元の超音波装置で用いられたゲイン曲線を選択するか、またはレ
ビュー／イメージングシステムで提供され得る曲線を用いてよい。
【０１４８】
　レビュー／イメージングステーション８００は、周波数依存減衰の調整のしかたをレビ
ュアが選択できるようにしている場合がある。この状況において、レビュアは、超音波装
置で用いられた曲線を選択するか、またはレビュー／イメージングシステムで提供される
曲線を用いてよい。
【０１４９】
　ＲＦ信号のゲインをライン毎に変更可能であることによって、画像の辺縁におけるライ
ンのゲインを中央におけるよりも高く調整し得るという利点が得られる。典型的に、辺縁
におけるラインは、信号対ノイズ比がより低いという問題があるので、辺縁のラインのゲ
インを変更できることは、その画像における均一性を実現する助けとなる。画像の均一性
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は、より良い診断のための一助になり得るとともに、患者にとって有益であり得る。
【０１５０】
　前述のように、画像形成器８２２において実行される計算は、入力されるデータのタイ
プに依存し得る。よって、図１０のプロセス１０２２Ｂは、画素データまたはライン毎の
データ１００１のいずれかを受信する可能性がある。式２は、ライン毎のデータが入力で
ある場合にブロック１０２２Ｂで実行することができる計算の一例を示している。式３は
、画素データが入力である場合の検波プロセスにおいてブロック１０２２Ｂで実行するこ
とができる計算の一例を示している。
【０１５１】
【数３】

　ここで、
　Ｂ（ｘ，ｙ）は、ｘ，ｙで定義される座標における出力検出画素輝度データである；
　ＲＦ（ｘ，ｙ）は、ｘ，ｙで定義される座標における入力ＲＦ画素データである；
　ｇ（ｘ，ｙ）は、ｘ，ｙの関数として入力ＲＦ画素データＲＦ（ｘ，ｙ）に適用される
ゲインである；
　ν（ｘ，ｙ）は、ｘ，ｙの関数として深度依存減衰を調整または補正する関数である；
　記号｜．．｜は、検波プロセス（またはＲＦラインの絶対値を取ること）を指す。
【０１５２】
　上記の計算は、ｘおよびｙの全有効範囲に対して実行することができる。その範囲は事
前に定義され得る。
　このように、式２と式３は、入力データに応じて、画像形成器８２２のプロセス１０２
２Ｂにおいて異なる計算がいかに実行され得るのかを示している。これらの例では、同じ
結果（検出結果）が得られるものの、計算の詳細は異なる。
【０１５３】
　図１０は、画像形成器の機能を２つのボックスに分割して示しているが、これらの機能
は、他の構成では１つの計算エンジンに統合されてよい。特に、これらの計算は、１つの
ハードウェアセットまたはファームウェアセットによって実現され得る。
【０１５４】
　レビュー／イメージングシステム：画像処理器
　画像形成器８２２のプロセス１０２２Ｂの出力は、画像処理器８２３のプロセス１０２
３への入力であり得る。プロセス１０２３への入力は、画像形成器８２２からの検出され
た画素データもしくはライン毎の検出データ１００３、または超音波装置で生成された走
査変換データ１００４もしくはライン毎の検出データ１００５、を含み得る。画像形成器
８２２における場合と同様に、画像処理器８２３で実行され得る計算は、入力のタイプに
部分的に依存する。検出された画素データまたはライン毎の検出データ１００３が入力で
ある場合には、実行され得る計算の例として、１Ｄまたは２Ｄフィルタリング、ズーム、
ゲインなどのうちの１つもしくは組み合わせが含まれるが、ただし、これらに限定されな
い。
【０１５５】
　画像処理器８２３への入力が検出された画素データである場合には、Ｐin（ｘ，ｙ）が
、（ｘ，ｙ）における入力検出画素輝度データであると仮定して、以下の例示的な計算を
実行し得る。
【０１５６】

【数４】
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　ここで、
　Ｐout（ｘ，ｙ）は、（ｘ，ｙ）における出力画素輝度データである；
　ｇd（ｘ，ｙ）は、入力検出画素に適用可能な２次元ゲインである；
　ｌｏｇ10（ｇd（ｘ，ｙ）＊Ｐin（ｘ，ｙ））は、ゲイン適用後の入力の対数関数であ
る；
　ＴBは、入力輝度を出力輝度にマッピングする後処理マップを適用するプロセスである
。
【０１５７】
　ゲイン値は、生成されたデータを超音波装置から得られることがあり、またはレビュー
／イメージングシステムで生成されることがある。式４では、３つの計算を適用し、すな
わち、入力画素輝度に２次元ゲインを適用し、その積の対数を取り、そして後処理マップ
を適用する。
【０１５８】
　画像処理器８２３への入力が、ライン毎の検出データである場合には、以下の例示的な
計算を実行し得る。本例は、ゲインを適用して、検出されたデータの対数を計算し、次に
後処理曲線を適用するという同様のプロセス、および走査変換プロセスを示している。従
って、Ｐ’det（ｄ）がライン毎の入力検出データのｄ番目のサンプルであるとすると、
次のようになる。
【０１５９】
【数５Ａ】

　ここで、
　ｍはｍ番目のサンプルであり、ｎはｎ番目のラインである；
　Ｐ”det（ｍ，ｎ）は、入力Ｐ’det（ｍ，ｎ）（ｎ番目のラインのｍ番目のサンプル）
にゲインを適用して対数を取ったものである；
　ｇ（ｍ，ｎ）は、ｎ番目のラインのｍ番目のサンプルに適用されるゲインである。
【０１６０】
　次に、ｍはラインｍを表し、ｎはそのラインのｎ番目のサンプルを表すとして、Ｐ”de

t（ｍ，ｎ）、Ｐ”det（ｍ，ｎ＋１）、Ｐ”det（ｍ＋１，ｎ）、Ｐ”det（ｍ＋１，ｎ＋
１）は、出力画素ｘ，ｙに対して（長さ単位で）最近傍の４つのサンプルであると仮定す
ると、走査変換プロセスは次のように表すことができる。
【０１６１】
【数５Ｂ】

　ここで、
　Ｇ（ｘ，ｙ）は、（ｘ，ｙ）における出力走査変換値である；
　（Ｓ（Ｐ”det（ｍ，ｎ），Ｐ”det（ｍ，ｎ＋１），Ｐ”det（ｍ＋１，ｎ），Ｐ”det

（ｍ＋１，ｎ＋１）））は、典型的には、４つのサンプルＰ（ｍ，ｎ）、Ｐ（ｍ，ｎ＋１
）、Ｐ（ｍ＋１，ｎ）、Ｐ（ｍ＋１，ｎ＋１）の間のバイリニア補間である走査変換関数
を表す；
　ＴBは、式４で定義されるような後処理関数である。
【０１６２】
　上記の走査変換アルゴリズムでは、最近傍の４つの近隣サンプルおよびバイリニア補間
を用いているが、他の走査変換アルゴリズムを用いてもよい。そのようなアルゴリズムは
、データの取り込みに使用された超音波装置で用いたものと、異なるものであっても、ま
たは同じものであってもよい。超音波装置で用いている走査変換アルゴリズムの詳細は、
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保存され得るとともに、レビュー／イメージングシステム８００に転送され得る。
【０１６３】
　図１１は、アルゴリズムの詳細がどのように保存されて、超音波装置とレビュー／イメ
ージングシステムとの間で転送され得るのかを示す概略図である。本例では、走査変換ア
ルゴリズムは、最近傍の２つの近隣サンプルのみを用いて、計算自体は、最近傍の２つの
近隣サンプルの平均を取ることであると仮定する。取り込みおよび保存プロセスの一環と
して、超音波装置は、図９Ｂおよび図９Ｃで概要を示したものと同じまたは類似の構造を
、アルゴリズムの名称および詳細を保存するために用いることがある。メモリ位置１１０
０はアルゴリズムの名称を示し、メモリ位置１１０１は、最近傍の２つの近隣サンプルを
使用するようにレビュー／イメージングシステム８００に指示しており、メモリ位置１１
０２は、これら２つの最近傍の近隣サンプルのそれぞれの半分を加算するようにレビュー
／イメージングシステムに指示している。超音波装置上のプライベートデータ符号器と、
レビュー／イメージングシステム上のプライベートデータ復号器とは、情報の符号化およ
び復号化のために連携して動作する。情報が復号化されたら、処理装置８１０は、レビュ
ー／イメージングシステム８００内の適切なモジュールに命令およびデータを送信する。
【０１６４】
　画像処理器８２３への入力が走査変換データである場合には、以下の例示的な計算を実
行し得る。
【０１６５】
【数６】

　ここで、
　Ｑ（ｘ，ｙ）は、入力走査変換データである；
　Ｒ（ｘ，ｙ）は、（ｘ，ｙ）における出力値である；
　ＴBは、式４で定義されるような後処理関数である。
【０１６６】
　超音波システムにおいて保存されるとともに最終的にレビュー／イメージングシステム
８００に転送されるデータのタイプに応じて、レビュー／イメージングシステム８００で
は、様々に異なるタイプの計算を実行し得る。一例では、レビュアは、レビューを行って
いるときに、深度を変更することができる。深度変更のような機能は、適切なデータによ
るサポートがある場合に実行することが可能である。レビュー／イメージングシステム８
００において深度変更をサポートするためには、超音波装置において適切な受信チャネル
から十分な量のデータを取り込んで、デジタル化し、そしてレビュー／イメージングシス
テム８００に転送しなければならない。
【０１６７】
　チャネル毎のデータが保存されるとともにレビュー／イメージングシステム８００に転
送される場合には、プロセス１０２２Ａに加えて、プロセス１０２２Ｂおよび１０２３も
追加の計算を実行するために動員されることがある。以下の式は、この概念を例示してい
る。例えば、次の式を考える。
【０１６８】
【数７】

　ここで、
　ＩRFは、プロセス１０２２Ａで計算されたＲＦ画素のセットである；
　Ｐ（ｘ，ｙ）は、式１で計算されるものである；
　Ｄは、レビュアが選択した撮像深度である；
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　Ｌdは、ｘ方向の空間範囲である。
【０１６９】
　リニアトランスデューサでは、ｘ方向は、トランスデューサの長さに沿った方向であり
、ｙ方向（深度方向）は、ｘ方向に垂直な方向である。カーブドトランスデューサでは、
ｘ方向は、トランスデューサ面を規定する曲線の両端を結ぶ弦（chord）に平行であり、
ｙ方向は、ｘ方向に垂直である。パラメータＬに関連付けられた添字ｄは、ｘ方向に沿っ
た計算の範囲が、トランスデューサ面からの（ｘ，ｙ）に位置する計算対象の画素の距離
によって変化することを示している。リニアトランスデューサでは、画像は典型的には矩
形形式を有し、Ｌdが深度の関数として変化することは典型的にはない。一方、カーブド
トランスデューサでは、画像は典型的には扇（ファンビーム（fan beam））に似た形式を
有し、計算を実行しなければならない範囲は深度ごとに異なる。これらのニュアンスはよ
く知られており、広く利用されている。
【０１７０】
　ブロック１０２２Ａにおいて撮像深度変更を実施する方法の概念に戻って、式７は、レ
ビュアによって選択された撮像深度Ｄをサポートするために、ｘとｙの適切な範囲にわた
ってＰ（ｘ，ｙ）を計算することを記述している。次に、ブロック１０２２Ｂで、選択さ
れた深度にわたって深度依存計算を実行することができる。従って、Ｉdetは、ボックス
１０２２Ｂで計算されるすべての検出画素のセットであるとすると、次のようになる。
【０１７１】
【数８】

　ここで、
　Ｂ（ｘ，ｙ）は、式３で計算されるものである；
　Ｄは、レビュアが選択した撮像深度である；
　Ｌdは、ｘ方向の空間範囲である。
【０１７２】
　この式は、レビュアによって選択された撮像深度Ｄをサポートするために、ｘとｙの適
切な範囲にわたってＢ（ｘ，ｙ）を計算することを記述している。
　同様に、プロセス１０２３でも、撮像深度変更をサポートし得る。ここで、Ｉfinalは
、最終的に画面に表示されるすべての（イメージング関連）画素のセットであるとすると
、次のようになる。
【０１７３】
【数９】

　ここで、
　Ｐout（ｘ，ｙ）は、式４で計算されるものである；
　Ｄは、レビュアが選択した撮像深度である；
　Ｌdは、ｘ方向の空間範囲である。
【０１７４】
　チャネル毎のＲＦデータ１０００が保存されるとともにレビュー／イメージングシステ
ム８００に転送される場合には、図１０に示すように、計算を実行するために、ブロック
８２２Ａ、８２２Ｂ、および８２５をすべて適用し得る。ライン毎のＲＦデータ１００２
が保存されるとともにレビュー／イメージングシステム８００に転送される場合には、計
算を実行するために必要なプロセスは、ブロック８２２Ｂおよび８２５のみであり得る。
以下の式は、この例の場合の計算を示している。この例では、Ｉline,detがブロック１０
２２Ｂで計算されるすべての検出ラインのセットであるとすると、次のようになる。
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【０１７５】
【数１０】

　ここで、
　Ｂm（ｄ）は、式２で計算されるものである；
　ｍは、ｍ番目のラインであって、１～Ｍの間の値をとることができる；
　ｄは、トランスデューサからの深度または距離であって、０～Ｄの間の値をとることが
できる；
　Ｄは、レビュアが選択した撮像深度である。
【０１７６】
　式１０の計算に続いて、ｘとｙの適切な範囲にわたって式５Ｂを計算することにより、
走査変換を実施することができる。
　走査変換データ１００４が保存されるとともにレビュー／イメージングシステム８００
に転送される場合には、プロセス１０２３を実行する。この場合、超音波装置を、複数通
りの撮像深度で走査変換データを取り込むようにセットアップしなければならない。画像
処理器８２３は、レビュアが選択した深度に対応する画像を選択する。例えば、画像処理
器８２３は、図９Ａのブロック９１０、９１１、または９１２からのデータを選択し得る
。
【０１７７】
　超音波装置で保存されるとともに転送されるデータに応じて、限定するものではないが
、深度変更、画像エンハンスメント、およびスペックル合成のような機能を、図１０の１
つ以上のブロックによってサポートし得る。限定するものではないが、空間合成および周
波数合成のような、スペックル合成のための様々な方法がある。周波数合成の例では、ラ
イン毎のＲＦデータが保存されるとともに転送される場合に、プロセス１０２２Ｂで、そ
れぞれ異なるタイプのラインに対して演算を実行し得る。例えば、周波数依存減衰補正フ
ィルタは、異なる送信中心周波数で取得されたラインに対しては異なり得る。この場合、
プロセス１０２２Ｂは、様々に異なる計算を実行した後に、検出されたラインを出力し得
る。これらのラインの合算は、プロセス１０２３で実行し得る。一方、超音波装置におい
て走査変換データが取り込みおよび保存されて、転送された場合には、元となるＲＦ信号
の様々に異なる周波数コンテンツ（frequency content）を用いて超音波装置で形成され
た走査変換画像を、プロセス１０２２Ｂに直接入力してよく、そこでそれらを（超音波装
置で既に合算が行われていなければ）合算することができる。
【０１７８】
　他の例では、限定するものではないが、対数圧縮のようないくつかの機能を、プロセス
１０２３の単独で実行することができる。このカテゴリの他の機能として、ズームおよび
後処理マップが含まれる。
【０１７９】
　プロセス１０２３の出力１００６は、表示するために送信され得る。レビュアは、さら
に、それらの結果を、後に参照するために保存するという選択肢を有し得る。それらの結
果は、ローカルに保存されることがあり、またはデジタル画像蓄積アーカイブシステム（
例えば、図１のアーカイブシステム７０）に戻すように転送されることがある。
【０１８０】
　上記の様々な処理ステップのいずれかまたはすべてについて、その処理の仕様は、限定
するものではないが、前述の符号化／復号化スキームを通じて超音波装置により提供され
ることを含む様々な方法で提供され得るものと一般的に理解されるべきである。その仕様
は、レビュー／イメージングシステムによって提供されてもよい。このように、レビュー
／イメージングシステムは、この種の機能を用いて、超音波装置自体で生成する画像を生
成し得る。一方、その独自のネイティブな機能を用いて、レビュー／イメージングシステ
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【０１８１】
　レビュー／イメージングシステム：画像解析器
　レビュー／イメージングシステム８００は、さらに、図８に示すように、画像解析器８
２４を備え得る。画像解析器８２４は、様々な機能を実行するもう１つの計算エンジンで
あり、それらの機能は、平均、標準偏差、モーメントなどを含む画像に基づく統計を取得
すること、予め設定された何らかの基準に従って画像または画像内の領域を分類すること
、機械学習アルゴリズムに基づいて結果を生成すること、超音波画像と他のモダリティか
らの画像との融合を行うこと、計測および計算を実行すること、などであるが、ただし、
これらに限定されない。画像解析器８２４は、限定するものではないが、画像形成器８２
２または画像処理器８２３からのデータを含む様々に異なるタイプのデータを受け入れる
ように構成され得る。
【０１８２】
　画像解析器８２４で実行可能なタイプの計算のいくつかの例について以下で説明する。
第１の例では、画像内の領域の平均と標準偏差の比を、例えば以下の式で計算することが
できる。
【０１８３】
【数１１】

　ここで、
　μは、Ｎ個のサンプルからなる超音波画像のパッチの平均である；
　Ａnは、ｎ番目のサンプルのＲＦ信号のエンベロープの振幅である。
【０１８４】
　この平均と併せて、同じパッチについて標準偏差を次のように計算し得る。
【０１８５】
【数１２】

　ここで、
　σは、標準偏差である；
　μは、超音波画像のパッチの平均である；
　Ｎは、サンプル数である；
　Ａnは、ｎ番目のサンプルのＲＦ信号のエンベロープの振幅である。
【０１８６】
　この場合、計算に含める画像のパッチは、適宜取り出すことができる。パッチの境界を
設定する方法として、手動、自動、または手動と自動の組み合わせが含まれるが、ただし
、これらに限定されない。自動の方法として、エッジ検出による方法、機械学習および分
類による方法が含まれるが、ただし、これらに限定されない。例えば、特定のサンプルの
輝度（例えば、振幅の２乗）を、他の輝度サンプルに対するこのサンプルの近さと共に用
いて、このサンプルを計算に含めてよい。
【０１８７】
　このパッチについて、次のような比を導出し得る。
【０１８８】
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【数１３】

　ここで、
　σは、標準偏差である；
　μは、超音波画像のパッチの平均である。
【０１８９】
　「純粋なスペックル（pure speckle）」を含む領域では、この比が１．９１に略等しい
ことが当技術分野で知られている。純粋なスペックルは、超音波装置の分解能セル内に多
数の散乱体がランダムに分布した領域によって形成される。
【０１９０】
　比ｋを利用するいくつかの方法がある。例えば、肝臓のような臓器内の複数の領域につ
いて、比ｋを導出し得る。これにより、同様の比を有する領域とは異なる比を有する領域
を発見し得る。それらの比が、閾値よりも大きい差で異なる場合には、そのような領域に
フラグを設定してよい。このフラグ設定操作によって、そのような領域に注意を払うよう
にレビュアに警告し得る。肝臓（または他の臓器もしくは組織）内の複数の領域を、レビ
ュアが手動で規定してよい。あるいは、自動技術を用いてもよい。
【０１９１】
　他の例では、複数の患者の肝臓または他の臓器内の複数の領域について、比ｋを導出し
得る。レビュアは、それらの領域を、罹患または非罹患のような、いくつかの方法の１つ
で分類することができる。レビュアは、さらに、その罹患群の中で、それらの領域を疾患
の種類によって分類することができる。
【０１９２】
　さらに別の例では、一人の患者についての比ｋを、集団の比と比較し得る。集団の比は
、レビュー／イメージングシステムでレビューされる患者の画像を用いて画像解析器８２
４で「ローカルに」計算されてよく、または外部データベースのような外部ソースから取
得されてよい。比をローカルに計算する場合には、その集団は、限定するものではないが
、その特定のイメージングセンタにおけるすべての銘柄の超音波装置で撮像されたすべて
の患者、または特定のユーザによって特定の１つの銘柄の超音波装置で撮像された患者の
ような、複数の部分を含み得る。レビュアは、適切な患者が含まれるように選択基準をレ
ビュー／イメージングシステムにおけるコンピュータプログラム内で規定し得る。これを
実現するために、患者記録を探す検索エンジンをレビュー／イメージングシステム内に設
けてよい。それらの患者記録には、電子医療記録システムとのインタラクションによって
アクセス可能であり得る。
【０１９３】
　上記の例は、いくつかのタイプの計算を例示するものにすぎず、その他の計算は除外さ
れない。また、上記の例では肝臓について説明しているが、この説明は他の臓器にも同様
に当てはまる。
【０１９４】
　レビュー／イメージングシステム：ユーザインタフェース
　市販の超音波装置は、典型的には、特殊なユーザインタフェースを有する。図７に示す
ように、レビュー／イメージングシステム７００は、超音波キーボード（例えば、超音波
キーボード７３０）にインタフェースし得る。様々に異なるメーカの超音波装置が様々に
異なる設定で使用されることがあるので、レビュー／イメージングシステムは、１つのメ
ーカの特別な超音波キーボードではなく、汎用の超音波キーボードを備え得る。レビュー
／イメージングシステムにおける汎用の超音波キーボードのレイアウトは、データを取得
するために使用される超音波装置の超音波キーボードのレイアウトとは異なる場合がある
。超音波装置の超音波キーボードに見られる各種機能を、汎用の超音波キーボードにおけ
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るキーまたはノブまたはその他のタイプのアクチュエータに対応付けてよい。
【０１９５】
　図１２Ａおよび１２Ｂは、従来の超音波装置に見られることがある超音波キーボード構
成の例を示している。図１２Ａに示す例では、超音波キーボード１２００は、キーパッド
１２０１と、コントロールノブ１２０２と、トラックボール１２０３と、スライダ１２０
４と、を含む。図１２Ｂに示す例では、超音波キーボード１２１０は、トグルスイッチ１
２１６とプッシュボタン１２１７とを含むが、コントロールノブは備えていない。同じ機
能（例えば、撮像深度コントロール、輝度など）が、異なる超音波装置では異なるコント
ロールで提供されるように、超音波キーボード１２００と１２１０は異なるように構成さ
れている場合がある。
【０１９６】
　図１２Ｃは、レビュー／イメージングシステムとインタフェースし得る汎用の超音波キ
ーボード１２２０の一構成例を示している。図１２Ｃに示すように、汎用の超音波キーボ
ード１２２０は、多くのコントロール入力を有するように構成され、これにより、市販の
超音波装置のどんなに複雑な超音波キーボードに見られるコントロールであっても、汎用
の超音波キーボード１２２０の個々のコントロールに対応付けされ得る。また、多くのコ
ントロール入力によって、様々に異なるメーカの超音波装置にインタフェースするキーボ
ードにおいて様々に異なる位置に見られる機能を、汎用の超音波キーボード１２２０にお
ける同様のコントロール入力に対応付けることも可能となる。
【０１９７】
　図１２Ｃに示す例示的な実施形態では、超音波キーボード１２２０は、キーパッド１２
２１と、コントロールノブ１２２２と、トラックボール１２２３と、スライダ１２２４と
、ポインティングデバイス１２２５と、トグルスイッチ１２２６と、プッシュボタン１２
２７と、を含む。この種の構成は、データの取得に使用される超音波装置に関わりなく、
レビュアは、様々に異なる超音波装置から取得されたデータと、同様にしてインタラクシ
ョンし得るという利点がある。例えば、撮像深度コントロールは、超音波キーボード１２
００の左側にあるコントロールノブ１２０２を介して実現されることがあり、さらに超音
波キーボード１２１０の右側にあるトグルスイッチ１２１６を介して実現されることがあ
る。これらの違いに関わりなく、撮像深度コントロールを、汎用の超音波キーボード１２
２０における使いやすい位置にある同じ（例えば、ノブ、ボタン、スライダなど）コント
ロール（例えば、ノブ１２２２）に対応付けてよい。
【０１９８】
　図８を再び参照して、ユーザインタフェースコントローラ８５０は、汎用の超音波キー
ボード（例えば、汎用の超音波キーボード１２２０）を含み得る。このような状況では、
マッピング機能は、処理装置８１０内にあるか、またはＧＰＵ８２０のモジュール内にあ
るか、いずれかであり得る。超音波装置において、データ、パラメータ、およびその他の
情報が取り込みおよび保存されるときに、保存され得る１つの情報体は、その超音波装置
およびこれのキーボードで提供されるコントロールを指定する情報を含み得る。この情報
を、レビュー／イメージングシステム８００に転送することができる。レビュー／イメー
ジングシステム８００におけるマッピング機能によって、これらのコントロールを汎用の
超音波キーボードにおける様々な位置に割り当て得る。この目的で、マッピング機能によ
り、マッピング情報をテーブルまたは他の機構の形式で保存してよく、この場合、各種コ
ントロールは汎用の超音波キーボード上にあるものである。
【０１９９】
　上記の例は、撮像深度機能の概念について説明しているが、この概念を、ほとんどの超
音波装置で共通して見られる他の機能に用いてよい。また、ある超音波装置に特有の機能
を、汎用の超音波キーボードにおけるいくつかのコントロール入力に対応付けてもよい。
この対応付けは、レビュー／イメージングシステムの表示画面に表示されることがあり、
または、限定するものではないが、汎用の超音波キーボードにおいてコントロール入力に
隣接して配置され得る小型液晶ディスプレイで対応付けを表示するなど、他の何らかの方
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法で示されることがある。
【０２００】
　他の例示的な実施形態では、ユーザインタフェース装置が提供され、これは、限定する
ものではないが、全体のゲイン、深度コントロール、モード変更、ズームおよびパニング
ボックスコントロール、クリップの転送およびレビューのような、最もよく使用されると
ともにほとんどすべての超音波装置で共通して見られる機能を含む。このインタフェース
装置は、必ずしもキーボードを含む必要はない。従って、このユーザインタフェース装置
は、限られたコントロールのセットのみを有するように構成されてよく、キーボードを含
む残りのコントロールには、レビュー／イメージングシステムの表示画面を介してアクセ
ス可能である。この場合、ユーザインタフェース装置において提供されていない機能にア
クセスするためにレビュアがポイントアンドクリック法を用い得るように、ユーザインタ
フェース装置はマウスを備えることがある。
【０２０１】
　図１３は、本発明の例示的な一実施形態によるレビュー／イメージングシステムの操作
に使用されるユーザインタフェース装置１３００の概略図である。ユーザインタフェース
装置１３００は、片手で無理なく扱えるようなサイズファクタおよびフォームファクタを
有し得る。いくつかの実施形態では、ユーザインタフェース装置１３００の形状は、マウ
スのようなコンピュータ入力装置と概ね同様であり得る。
【０２０２】
　ユーザインタフェース装置１３００は、この装置の本体１３１０の周辺に配置された、
いくつかのタイプのコントロール入力を有し得る。さらに、コントロール入力の一部また
はすべては、それらのコントロール入力の機能をレビュアが理解し得るように、表示装置
に関連付けられている場合がある。これらの表示装置として、小型液晶ディスプレイ、ま
たはユーザインタフェース装置１３００の表面のバックライト付き切り抜き孔を含み得る
が、ただし、これらに限定されなくてよい。切り抜き孔を用いる場合には、ユーザインタ
フェース装置１３００に流体は浸入できないが、光を視認し得るように、ユーザインタフ
ェース装置１３００の本体１３１０は、透明プラスチックカバーを有し得る。
【０２０３】
　図１３に示す例示的な実施形態では、それぞれのコントロール入力は表示装置に関連付
けられている。例えば、ロッカ入力１３２１は、表示装置１３３１に関連付けられている
。同様に、入力１３２２および１３２３は、表示装置１３３２および１３３３に関連付け
られている。サイドプッシュボタン入力１３２４、１３２５、１３２６は、表示装置１３
３４、１３３５、１３３６に関連付けられており、トッププッシュボタン入力１３２７お
よび１３２８は、表示装置１３３７および１３３８に関連付けられており、トラックボー
ル１３２９は、表示装置１３３９に関連付けられている。
【０２０４】
　ユーザインタフェース装置１３００は、さらに、スライダ入力１３４０を有し得る。い
くつかの実施形態では、スライダ入力１３４０は、いくつかの深度範囲にわたってタイム
ゲイン補償曲線またはバックエンドゲインをコントロールし得る。いくつかの実施形態で
は、レビュアが手のひらで装置１３００保持したときに、スライダ入力１３４０がレビュ
アの第１指と第２指との間に位置するように、スライダ入力１３４０は、図１３に示すよ
うな角度で配置され得る。ユーザインタフェース装置１３００は、さらに、クリック入力
１３１５のような、従来マウスにおいて見られる入力を有し得る。クリック入力１３１５
によって、ユーザインタフェース装置１３００を従来のポイントアンドクリック装置とし
て使用することができる。ユーザインタフェース装置１３００を使用して、レビュアは、
接続されているレビュー／イメージングシステムの複数の機能をコントロールすることが
できる。例えば、画像深度をコントロールするために、ロッカ入力１３２１を操作してよ
く、全体のゲインをコントロールするために、サムホイール入力１３２３をスクロールし
てよい。
【０２０５】
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　なお、ユーザインタフェース装置の一構成を例示しているが、より多数もしくはより少
数の入力および／もしくはアクチュエータ、他のタイプのアクチュエータ、または機能へ
のアクチュエータの他の対応付けを用いた、その他の構成も可能であるものと理解される
べきである。さらに、ユーザインタフェース装置１３００は、（図１３に示すように）ワ
イヤ１３５０を備えるが、ユーザインタフェース装置は、追加的または代替的に、無線接
続を備えてもよい。
【０２０６】
　他の概念では、特定の超音波装置において実装されているユーザインタフェースコント
ロールに関する情報を保存して、レビュー／イメージングシステムに転送し得る。例えば
、ＤＩＣＯＭプライベートデータファシリティを用いて、限定するものではないが、ノブ
およびその他のアクチュエータの位置、各入力および／またはアクチュエータで作動させ
る機能、各アクチュエータを介して使用できる設定の数のような情報を、保存および転送
することができる。この情報は、レビュー／イメージングシステムに転送されたら、（レ
ビュー／イメージングシステムにインタフェースしている）利用できるユーザインタフェ
ース装置における特定のコントロールに対応付けることができ、またはレビュー／イメー
ジングシステムの表示画面上のラジオボタンもしくは他のそのような選択機構に対応付け
ることができる。
【０２０７】
　様々に異なるパラメータ設定についての拡張超音波データを、レビュー／イメージング
システムにおいて利用できるときには、レビュー／イメージングシステムのユーザインタ
フェースは、任意選択的に、レビュー／イメージングシステムで利用できるデータに対応
したパラメータ設定を表示またはハイライト表示することがある。
【０２０８】
　レビュー／イメージングシステム：設定の保存
　レビュー／イメージングシステムは、レビュアおよび／または他の人員が、レビュー／
イメージングシステムにおいて保存されているデータとインタラクションするための効果
的な方法を提供する。１つの概念では、レビュアにより選択または選好されたレビュー／
イメージングシステム設定は、レビュー／イメージングシステム内で保存され得る。これ
らの設定は、フィルタの選択およびそれらの係数、後処理マップ、スペックル低減設定、
画像エンハンスメント設定などのような情報を含み得るが、ただし、これらに限定されな
い。様々に異なるメーカで製造されたシステムからの画像を、同じレビュー／イメージン
グシステムにおいてレビューし得るので、レビュー／イメージングシステムは、複数の超
音波装置用の複数セットのシステム設定を保存するように構成され得る。すなわち、レビ
ュアは、１つ以上の超音波装置用の様々に異なるレビュー／イメージングシステム設定を
保存することができる。
【０２０９】
　図１４は、レビュー／イメージングシステムにおけるパラメータの設定および／または
値についてのレビュアのプリファレンスを格納するために使用され得る例示的なメモリ構
成の概略図である。レビュアのプリファレンスは、レビュー／イメージングシステムのメ
モリ（例えば、図８のローカルストレージメモリモジュール８３０）に保存され得る。
【０２１０】
　図１４に示す例では、２人のレビュアが、同じレビュー／イメージングシステムにおい
て自身のプリファレンスおよび設定を保存する。「レビュア１」は、主に超音波装置Ａお
よび超音波装置Ｂからの画像をレビューする一方、「レビュア２」は、主に超音波装置Ａ
および超音波装置Ｃからの画像をレビューする。従って、レビュア１は、限定するもので
はないが、超音波装置Ａに関するゲイン、撮像深度、および周波数を含むパラメータのプ
リファレンスをメモリ位置１４０１、１４０２、および１４０３に格納し得るとともに、
限定するものではないが、超音波装置Ｂに関するゲイン、ＲＦフィルタ、および後処理マ
ップを含むパラメータのプリファレンスをメモリ位置１４１１、１４１２、および１４１
３に格納し得る。同様に、レビュア２は、限定するものではないが、超音波装置Ａに関す
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るダイナミックレンジ、ゲイン、および周波数を含むパラメータのプリファレンスをメモ
リ位置１４２１、１４２２、および１４２３に格納し得るとともに、限定するものではな
いが、超音波装置Ｃに関する深度、ＲＦフィルタ、および後処理マップを含むパラメータ
のプリファレンスをメモリ位置１４３１、１４３２、および１４３３に格納し得る。
【０２１１】
　図１４は、プリファレンスおよびレビュー／イメージングシステム設定をどのように保
存し得るのかについての非限定的な一構成例を示しているが、その他の構成も可能である
。例えば、プリファレンスは、超音波装置に応じてではなく、使用されるトランスデュー
サに応じて保存されてよい。その場合、メモリ位置１４００、１４１０、１４２０、およ
び１４３０は、使用される超音波装置に関する情報に対して代替的または追加的に、使用
されるトランスデューサに関する情報を含むように拡張され得る。
【０２１２】
　また、画像データが取得されたときに超音波装置で用いられた実際の設定も、レビュー
／イメージングシステムに転送されて、レビュー／イメージングシステムで保存されてよ
い。それらの設定を、図１４に示すものと同様のメモリ構成を用いて、レビュー／イメー
ジングシステムにおいて保存することができる。レビュー／イメージングシステムは、使
用できる最も近い設定に基づいて、画像を自動的に表示するように構成され得る。例えば
、レビュア１が、超音波装置Ａから取り込まれたデータに対して７０ｍｍの撮像深度を選
好するが、この特定の撮像深度のデータがレビュー／イメージングシステム上にない場合
には、レビュー／イメージングシステムは、その選好に最も近い使用可能なデータを表示
することを選択し得る。７５ｍｍの撮像深度のデータが存在するのであれば、このデータ
をレビュアに対して提示することが可能である。これらのケースに対応するために、レビ
ュー／イメージングシステム内で規則を確立し得る。
【０２１３】
　レビュアとレビュー／イメージングシステムとのインタラクション
　図１５Ａおよび図１５Ｂは、レビュー／イメージングシステムで生成される画面レイア
ウト１５００の例示図である。画面レイアウト１５００は、レビュー／イメージングシス
テムのディスプレイ（例えば、図８のディスプレイ８６０）上に提供され得る。いくつか
の実施形態では、画面レイアウトは、画像処理パラメータの設定のための可能な選択肢を
示している。可能な選択肢は、例えば、どの付帯データを使用できるのか、および／また
はレビュアがどの付帯データを使用するために選択したのか、に依存し得る。図１５Ａお
よび１５Ｂは、それぞれ、図１７Ａおよび１７Ｂで指定された付帯データに対応している
。
【０２１４】
　画面レイアウト１５００は、患者名フィールド１５１０と、超音波画像表示領域１５２
０と、システムおよび／またはトランスデューサ情報フィールド１５３０と、パラメータ
フィールド１５４０、１５５０、１５６０、１５７０と、を含む。図１５Ａでは、パラメ
ータフィールド１５４０Ａは、「使用可能な深度（ｍｍ）」とラベル付けされており、画
像表示領域１５２０に表示される超音波画像について、撮像深度７０ｍｍ、１００ｍｍ、
または１５０ｍｍを使用できることを示している。
【０２１５】
　図１５Ａのパラメータフィールド１５４０Ａに示すように、深度パラメータの設定は、
７０／１００／１５０と表示される。レビュアは、ユーザインタフェースコントロール（
例えば、図１２の汎用の超音波キーボード１２２０、または図１３のユーザインタフェー
ス装置１３００）を用いて、所望により、これらの深度を循環的に順次選択し得る。この
画面レイアウト１５００には、選択されたものを示す標示を含んでよい。例えば、使用可
能な深度の７０ｍｍは、この深度が選択されていることを示すために（図１５Ａに示すよ
うに）太字および／または下線付きとされる。
【０２１６】
　図１５Ａでは、パラメータフィールド１５４０Ａ、１５６０Ａ、１５７０Ａについては
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、使用可能な複数の設定があるのに対し、パラメータフィールド１５３０Ａおよび１５５
０Ａのそれぞれについては、使用可能な設定は１つのみである。パラメータフィールド１
３５０は、「使用可能な周波数（ＭＨｚ）」とラベル付けされており、使用できる唯一の
周波数は２ＭＨｚであり、一方、パラメータフィールド１５６０Ａは、「使用可能なデー
タ」とラベル付けされており、可能な選択肢は、チャネル毎のＲＦデータおよび走査変換
データである。特定のパラメータフィールドについて、複数の選択肢がある場合には、レ
ビュアは、それらの可能な選択肢を循環的に順次選択してよい。
【０２１７】
　図１５Ｂでは、レビュアは、（パラメータフィールド１５６０Ｂに示すように）ＲＦチ
ャネルデータをレビューすることを決定した。この状況では、追加のパラメータおよび／
または追加の情報が表示されることがある。例えば、パラメータフィールド１５４０Ｂに
、新たなフレーズ「すべて＜１５０」が表示される。これは、レビュー中のこの特定の検
査に関連したチャネル毎のＲＦデータについては、レビュアは、選択された深度が１５０
ｍｍ未満であれば、様々な深度から選択できることを示している。このような選択は、図
１５Ａの例では、この場合はレビュアが走査変換データをレビューするように選択したの
で、不可能であった。画面レイアウト１５００Ｂは、さらに、追加のパラメータフィール
ド１５８０Ｂを含む。この場合、そのパラメータは「アポダイゼーション」であり、レビ
ュアは、均一型または円形型のアポダイゼーションを選択できる。この選択は、ＲＦチャ
ネルデータをレビューするように選択したことで、可能となった。
【０２１８】
　図１５Ｂに示すように、パラメータフィールドの数およびレビュアが選択し得るパラメ
ータの値は、データタイプに依存し得る。パラメータの選択およびそれらの可能な設定を
規定する規則は、レビュー／イメージングシステムにおいてプログラムすることができ、
処理モジュールまたはグラフィックモジュール（例えば、図８の処理装置８１０またはＧ
ＰＵ８２０）のいずれかの中にプログラムとして常駐し得る。これらのプログラムは、入
力データを調べて、レビュアが選択できる選択肢を決定し得る。例えば、ユーザが、チャ
ネル毎のＲＦデータを、円形アポダイゼーションを適用して取り込んだ場合には、パラメ
ータフィールド１５８０Ｂにおいてアポダイゼーションの選択肢は提供されないことにな
る。
【０２１９】
　超音波装置とレビュー／イメージングシステムとの間のデータ転送
　レビュー／イメージングシステムの利点の多くを実現するために、超音波装置は、レビ
ュー／イメージングシステムにデータを提供する。そのデータは、直接提供されてよく、
またはサーバもしくはアーカイブシステムのような中間装置を介して提供されてよい。レ
ビュー／イメージングシステムに転送されるデータは、（超音波装置内にある１つ以上の
タイプの）超音波データ、パラメータおよび設定、アルゴリズム、ならびに超音波装置の
ハードウェア構成およびソフトウェア構成、のうちの少なくとも１つ以上を含む。
【０２２０】
　そのような情報の転送および解釈を可能とするための１つの機構は、ＤＩＣＯＭ規格の
プライベートモードを用いることである。プライベートモードデータを用いることで、一
般的に、プライベートモード符号器およびプライベートモード復号器が必要となる。プラ
イベートモード符号器は、超音波装置に設けられてよい。対応するプライベートモード復
号器は、レビュー／イメージングシステム内にあってよい。
【０２２１】
　レビュー／イメージングシステムは、１つ以上の異なる型式および／または銘柄の超音
波装置からのデータを受け入れ得るので、１つ以上のプライベートモード復号器をレビュ
ー／イメージングシステムに設けてよい。プライベートモード復号器は、例えば、プライ
ベートモード復号化ハードウェア、および／またはレビュー／イメージングシステムにお
いてプロセッサ上で実行されるプライベートモード復号化ソフトウェア、を含み得る。レ
ビュー／イメージングシステムは、限定するものではないが、ＤＩＣＯＭを用いるときに
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（すなわち、非プライベートモードで）転送される情報の一部として転送される超音波装
置固有の情報を用いることによる方法、またはシステム構成情報を標準的な方法で符号化
するように様々な超音波装置を構成することによる方法、を含む様々な方法で、適切なプ
ライベートデータ復号化プログラムを選択するための指示を受けることがある。
【０２２２】
　図１６は、超音波装置のメモリ内にデータ、パラメータ、アルゴリズム、および他の情
報を格納するために使用され得るメモリ構成１６００の概略図である。その他の構成も可
能であるが、図１６に示す一般的構成は、その情報に関するメタデータが最初に格納され
て、その後に続いてデータ自体が格納されるものである。メタデータは、限定するもので
はないが、アルゴリズムの適用順序の指示を含む各種タイプの情報を格納し得る。全情報
を収集したら、この情報を超音波装置内でプライベートモード符号器により符号化し得る
。よって、メモリ位置１６０１および１６０２に示すように、取り込まれたデータに関連
付けられた関連パラメータおよび設定を、データと共に格納し得る。
【０２２３】
　同様に、アルゴリズムを、メモリ構成１６００の一部として指定してもよい。２つの例
示的なアルゴリズムを１６０３および１６０６に示している。アルゴリズム１は、メモリ
位置１６０４および１６０５に示すように２つの処理ステップを含み得る一方、アルゴリ
ズム２は、メモリ位置１６０７に格納された１つのみの処理ステップを含み得る。最後に
、メモリ位置１６０８は、格納されているデータのタイプを示しており、そしてメモリ位
置１６０９にデータを格納している。メモリ構成１６００内のすべての情報が符号化され
、その後にレビュー／イメージングシステムにおいて復号化されると、その復号化された
情報は、図１６に示す構成と同様に編成され得る。
【０２２４】
　ＲＦデータを超音波装置において保存する場合には、符号化される情報は、サンプリン
グレート、送信周波数、および受信アポダイゼーションを含み得るが、ただし、これらに
限定されなくてよい。符号化される情報は、さらに、限定するものではないが、送信チャ
ネル数、受信チャネル数、トランスデューサ情報、そのデータを超音波装置によって処理
したときにシステムで達成された実際のフレームレートなどのような、一般的情報を含ん
でもよい。さらに、符号化される情報は、そのデータの取り込みよりも下流で超音波装置
が適用したであろう各種アルゴリズムおよび処理ステップを含んでもよい。そのようなア
ルゴリズムを含めることは、超音波装置で得ることが可能であった結果をレビュー／イメ
ージングシステムで正確にエミュレートすることを可能とするための１つの方法である。
【０２２５】
　メモリ構成および保存されるメタデータのタイプは、保存されるデータのタイプに応じ
て異なり得る。例えば、超音波装置でライン毎の検出データが取り込みおよび保存される
場合には、サンプリング周波数を保存する必要はない。
【０２２６】
　適切なデータが収集されて符号化されることを確保するために、ユーザがデータを保存
する所望を示したときに追加情報を自動的に収集するためのプロセスを超音波装置におい
て実施し得る。そのプロセスでは、任意選択的に、ユーザに所望のデータのタイプを示す
ように要求する場合があり、そしてこれに基づいて、そのデータの解釈および処理のため
に必要であり得る他の情報を決定し得る。例えば、このプロセスでは、取り込みおよび保
存されるデータに関わりなく、システムに関する一般的情報を収集して保存し、そして符
号化する場合がある。
【０２２７】
　この情報を、レビュー／イメージングシステムでは、プライベートモード復号器（例え
ば、図８の画像復号器８２１）で復号化する。プライベートモード復号器は、その情報を
任意の適切な方法で復号化および編成し得る。例えば、復号化された情報は、それが符号
化されたときの超音波装置における構成と同様の１つ以上のデータ構造に格納され得る。
プロセスコントローラ（例えば、図８の処理装置８１０）は、このデータを調べて、様々
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な画像処理モジュールへの様々な情報片を解析し出力し得る。プロセスコントローラは、
さらに、符号化された情報を復号化したものに基づいて、画像データに対して実行すべき
一連のオペレーションに関する情報を取得し得る。この情報を用いて、プロセスコントロ
ーラは、レビュー／イメージングシステムにおける各種タスクをスケジューリングし得る
。
【０２２８】
　例示的な一連のオペレーション
　図２０は、ユーザ、超音波装置、レビュア、およびレビュー／イメージングシステムが
実行し得る一連のオペレーション２０００を示している。ボックス２００５で、撮像のた
めに患者を送り込む。ボックス２０１０で、ユーザは、患者情報を超音波装置に入力する
。このアクションの結果として、患者に関する画像およびその他の情報を保存するために
用いる検査フォルダが開く。これに続いて、ボックス２０１５で、ユーザは患者をスキャ
ンまたは撮像し、拡張撮像モードを作動させる。前述のように、このモードを作動させる
と、超音波装置内に存在するが典型的には取り込まれないデータタイプを、この場合は取
り込みおよび保存し得る。ボックス２０２０で、超音波装置は、超音波データおよびその
他の情報を検査フォルダに保存する。ボックス２０２５で、患者検査の完了後に、検査デ
ータを、典型的には、例えばＤＩＣＯＭ形式を用いて符号化またはフォーマットして、超
音波装置からアーカイブシステムに転送する。
【０２２９】
　ボックス２０３０で、レビュアは、検査のリストからレビューする検査を選択する。ボ
ックス２０３５で、その検査データを、アーカイブシステムからローカルストレージメモ
リモジュールにダウンロードする。ボックス２０４０で、検査データを、（ＤＩＣＯＭ形
式を用いている場合には、ＤＩＣＯＭ形式から）ローカルストレージメモリモジュール内
の画像データに復号化する。様々なタイプのデータが取り込みおよび保存され得るので、
レビュアは様々なオペレーションを実行することができる。ボックス２０４５に示すよう
に、レビュアは、様々なオペレーションを実行できることによって、基本的に「オフライ
ン超音波検査」を行うことが可能である。すなわち、適切なデータタイプが取り込み、保
存、および転送されたのであれば、レビュアは、レビュー／イメージングシステムにおい
て、実際の超音波装置において実行できるのと同様に画像を操作および変更することが可
能である。この特徴の利点は、これを患者の身体がもはやそこになくても行うことができ
ることである。
【０２３０】
　例えば、ある画像において深部病変を確認するためには透過率が不十分であるとレビュ
アが判断する場合には、通常、より低周波数を用いて繰り返し超音波検査するために患者
を呼び戻さなければならなくなる。ところが、拡張撮像モードでは、（より低いその周波
数を用いることを超音波装置のユーザが選択していない場合であっても）より低周波数を
用いて取得された超音波データを取得および保存するとともに、患者を呼び戻す必要なく
診断を行うことができるように、その超音波データを容易に使用できるようにすることが
可能であり得る。
【０２３１】
　マシンドリブン解析
　上記のすべての例において、レビュアは人間であると仮定されていた。しかしながら、
レビュー／イメージングシステムは、マシンドリブン解析またはヒューマンドリブンとマ
シンドリブンの併用による解析において使用されてよい。マシンドリブン解析またはヒュ
ーマンドリブン・マシンドリブン解析は、限定するものではないが、レビュアのワークロ
ード負荷が軽減すること、または特定の患者からの画像の関連情報が検査されたことの確
信が高まることなど、様々な点で有益であり得る。
【０２３２】
　いくつかの実施形態では、マシンドリブン解析またはヒューマンドリブン・マシンドリ
ブン併用解析を呼び出すために、レビュアにユーザインタフェース（例えば、ユーザイン
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タフェース８４０）が提供される。そのようなインタフェースの一例では、レビュー／イ
メージングシステムは、マシンドリブン解析用のコントロール（例えば、表示画面上のラ
ジオボタン）を有する場合があり、そのコントロールは、選択されると、レビュアが現在
レビュー中の画像のマシンドリブン解析を実行するように、レビュー／イメージングシス
テムに指示する。ユーザインタフェースは、さらに、実行されるべきマシンドリブン解析
のタイプをレビュアが選択することも可能とし得る。様々なタイプのマシンドリブン解析
が提供され得る。いくつかのタイプのマシンドリブン解析は、予めプログラムされて、レ
ビュー／イメージングシステムで使用可能なものであってよい。レビュアは、これらの予
めプログラムされた解析パッケージの１つ以上を選択することができる。
【０２３３】
　予めプログラムされたマシンドリブン解析の一例では、以下のステップを実行し得る。
　ａ．画面上の画像について、対応するＲＦデータをメモリから取得する。
　ｂ．画面上で関心領域を設定するようにレビュアに促す。
【０２３４】
　ｃ．腎臓または肝臓または僧帽弁などのような、関心領域内の主な解剖学的構造を特定
するようにレビュアに促す。レビュアは、その解剖学的構造の名称をレビュー／イメージ
ングシステムに入力する。
【０２３５】
　ｄ．指定された解剖学的構造についての「正常」（「正常」の定義は、以下で提示する
）情報が、レビュー／イメージングシステム内に存在するかどうかを確認する。情報が存
在しない場合には、レビュアに警告し、レビュアは他の選択をすることができる。
【０２３６】
　ｅ．関心領域を、より小さい関心領域に分割して、そのようなより小さい領域のすべて
について、より小さい関心領域の境界内のＲＦデータから特徴抽出を行う（参考として、
この場合の「特徴」とは、限定するものではないが、平均、標準偏差、または任意のより
高次の統計パラメータのような、ＲＦデータの特性を指す）。
【０２３７】
　ｆ．より小さい領域のそれぞれについての特徴の値を、同じ特徴の所定の値のセットと
比較し、このとき、その所定のセットは、検査対象の解剖学的構造についての正常なもの
であると考えられる。その所定の値のセットは、レビュー／イメージングシステムにおい
て予めプログラム済みであり得る。
【０２３８】
　ｇ．それらの特徴の値が「正常」値の閾値の外にある場合には、その特定のより小さい
領域をハイライトして、そのハイライトを画面上で表示する。
　レビュー／イメージングシステムは、さらに、レビュアが解析をカスタマイズすること
も可能とし得る。レビュアが所望の解析のタイプを指定することができるユーザインタフ
ェースが提供され得る。その指定は、レビュー／イメージングシステムによる解釈が可能
な言語で行われてよい。このプロセスを簡略化するために、ユーザインタフェースは、レ
ビュアによるいくつかの異なる選択肢からの選択を可能とするためのドロップダウンメニ
ューを提供し得る。一例として、ドロップダウンメニューによって、レビュアは、解析す
るデータのタイプの選択肢を与えられることがある（例えば、データのタイプとして、限
定するものではないが、ＲＦデータ、ライン毎の検出データ、走査変換データなどが含ま
れ得る）。インタフェースは、さらに、使用すべき解析アルゴリズムのタイプを選択する
ためにレビュアが使用し得る入力を提供することもある。それらの例として、１次および
／またはより高次の統計を抽出するアルゴリズムを含み得る。
【０２３９】
　従って、レビュアは、解析をカスタマイズするように、レビュー／イメージングシステ
ムを（例えば、一連のドロップダウンメニューによって）コントロールし得る。レビュア
が解析のタイプをカスタマイズすると、レビュー／イメージングシステム内のＣＰＵまた
は他のコンピューティングモジュール（例えば、処理装置８１０）は、これらの命令を解
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析または解釈し、必要に応じて下位の命令を生成して、それらのコマンドを適切なモジュ
ール内で実行し得る。
【０２４０】
　他の概念では、レビュー／イメージングシステムは、機械学習を行うように構成される
。機械学習アルゴリズムは、解析器モジュール（例えば、画像解析器８２４）の一部とし
て含まれることがある。レビュー／イメージングシステムは、レビュアが機械学習モジュ
ールとインタラクションするためのインタフェースを提供する。参考として、機械学習ツ
ールでは、学習セットをシステムに供給し、そこで学習セットにアノテーションを付加す
る。本例では、レビュー／イメージングシステムのユーザインタフェースにより、レビュ
アは、１つ以上の画像を選択すること、それぞれの画像における１つ以上の領域を取り出
すこと、それらの領域にアノテーションを付加すること、が可能となる場合があり、その
場合に付加されるアノテーションは、解剖学的構造の名称と、限定するものではないが、
「健康」または「病変」のような説明である。
【０２４１】
　それらのアノテーション付き領域は、機械学習モジュールの学習のために供されてよい
。時間と共に、レビュー／イメージングシステムは、様々に異なる解剖学的構造について
アノテーション付き情報のライブラリを構築し得る。これにより学習セットを形成する。
機械学習モジュールは、この情報を用いて、ある特定の解剖学的構造が健康であるかそう
でないかの分類のために用いる特徴の内部リストを生成し得る。十分な学習データが与え
られたら、機械学習アルゴリズムは、病的な解剖学的構造に関連したような問題を特定す
るための学習を行い得る。（機械学習アルゴリズムに提示されたテスト画像が、その画像
をレビュアが解析したのと同じように解析されるかどうかによって判断される）初期学習
の完了後には、レビュアは、このような機械学習を、レビュープロセスにおける支援のた
めに、ユーザインタフェースを介して選択し得る。従って、このような機械学習は、レビ
ュアがどのように画像を解析するのかを、レビュー／イメージングシステムが「学習」し
て、レビュアが解析を行ったかのように解析結果を生成する機会を提供する。
【０２４２】
　他の態様では、レビュー／イメージングシステムは、レビュアがマシンドリブン解析の
結果を承認または拒否することを可能とするユーザインタフェースを提供する。レビュア
が（例えば、ラジオボタンをクリックすることにより、または他のコントロールを操作す
ることにより）結果を承認する場合には、それらの結果は、結果を集約するさらなるプロ
セスに送られることがある。結果が承認されない場合には、ユーザインタフェースによっ
て、レビュアは新たな結果を入力することが可能となる。結果を集約することとは別に、
レビュー／イメージングシステムは、これらの結果を、機械学習アルゴリズムのさらなる
学習のために用いることがある。
【０２４３】
　データ管理
　本明細書に記載の様々な概念および態様のいくつかまたはすべてを適用することは、結
果的に、大量のデータの取り込みと、その後の転送および処理につながることがある。以
下の概念は、このデータを管理するためのいくつかの方法を提供する。１つの概念では、
本明細書に記載のシステムは、１つ以上のデータタイプのデータをレビュー／イメージン
グシステムに転送する量、および／またはそのようなデータをレビュー／イメージングシ
ステムに転送するタイミング、を決定する規則を導入し得る。そのような規則は、例えば
、超音波装置および／またはアーカイブシステムにおいて適用されることがある。いくつ
かの実現形態では、ユーザが、超音波装置のインタフェースを用いて、規則を構成し得る
。他の実現形態では、規則を、データ取得のための１つ以上の事前定義スキーマに組み込
み得る。規則により、どれほどのデータフレームを取得するのか（例えば、１フレームご
と、１つおきのフレーム、Ｎは整数であるとしてＮ番目のフレームごと）、特定のタイプ
のデータを取得するためのトリガは何であるのか、などのようなことを規定し得る。
【０２４４】
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　例示的な一実施形態では、図１７Ａ、図１７Ｂ、図１７Ｃに示すものと同様であり得る
テーブルを、どれほどのデータを取得するのかを規定する設定を含むように拡張する。こ
れらの設定は、ユーザによって設定または選択され得る。例えば、図２１は、「取り込む
データ量についての規則」という見出しの列を含むように、図１７Ｃを拡張した場合を示
している。この列のエントリにより、限定するものではないが、コントローラ（例えば、
コントローラ５１０）が解釈し得るフォーマット言語を用いることを含み得る、いくつか
の方法で、規則を指定し得る。ユーザは、適切な規則をロードまたは指定するために、超
音波装置のユーザインタフェースを操作し得る。
【０２４５】
　図２１に示す例では、ユーザは、ＲＦデータを収集するときには、０．５秒（または他
の期間）毎に１フレームのみのＲＦデータを取り込むべきであることを指定する規則を入
力している。他の規則の例として、限定するものではないが、以下のことを超音波装置に
実行させる規則を含むことができる。
【０２４６】
　・　フリーズ走査変換画像が取り込まれるたびに、ＲＦデータの１つまたは他の指定数
のフレームを取り込む；
　・　指定された時間間隔内で、走査変換検出データの指定数のフレーム（例えば、２秒
毎に２フレーム）を取り込む；および／または、
　・　指定された期間中に、特定のタイプのデータをすべて取り込む。
【０２４７】
　例えば、最後の列における「ＲＦ：すべて」というフレーズは、５秒間にＲＦデータの
すべてのフレームを取り込むべきであることを意味する。
　用語の解釈
　文脈上別段の解釈を明らかに要する場合を除き、本明細書および請求項の全体を通して
、
　・　「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」、「備えている（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」など
は、排他的または網羅的な意味ではなく、包含的な意味で、すなわち「含むが、それに限
定されない（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ，ｂｕｔｎｏｔ ｌｉｍｉｔｅｄｔｏ）」という意味で
解釈されるべきである；
　・　「接続された（ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ）」、「結合された（ｃｏｕｐｌｅｄ）」、ま
たはその変化形は、２つ以上の要素間の直接的または間接的いずれかの接続または結合を
意味しており、要素間の結合または接続は、物理的、論理的、またはそれらの組み合わせ
とすることができる；
　・　本明細書の記載で使用される場合の、「本明細書で（ｈｅｒｅｉｎ）」、「上記で
（ａｂｏｖｅ）」、「以下で（ｂｅｌｏｗ）」、および同様の意味の表現は、本明細書の
いずれかの特定の部分ではなく、本明細書全体を指すものとする；
　・　２つ以上のアイテムからなるリストに関しての「または（ｏｒ）」は、次のような
、この表現の解釈をすべて含むものである。リストのアイテムのうちいずれか、リストの
アイテムのすべて、リストのアイテムのいずれかの組み合わせ；
　・　単数形「ａ」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」は、適宜の複数形の意味も含むもので
ある。
【０２４８】
　本明細書および添付の請求項（該当する場合）において使用される「垂直（ｖｅｒｔｉ
ｃａｌ）」、「横（ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ）」、「水平（ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ）」、「
上向き（ｕｐｗａｒｄ）」、「下向き（ｄｏｗｎｗａｒｄ）」、「前方（ｆｏｒｗａｒｄ
）」、「後方（ｂａｃｋｗａｒｄ）」、「内向き（ｉｎｗａｒｄ）」、「外向き（ｏｕｔ
ｗａｒｄ）」、「垂直（ｖｅｒｔｉｃａｌ）」、「横（ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ）」、「左
（ｌｅｆｔ）」、「右（ｒｉｇｈｔ）」、「前（ｆｒｏｎｔ）」、「後（ｂａｃｋ）」、
「頂（ｔｏｐ）」、「底（ｂｏｔｔｏｍ）」、「下方（ｂｅｌｏｗ）」、「上方（ａｂｏ
ｖｅ）」、「下（ｕｎｄｅｒ）」などのような方向を示す表現は、記載および図示された
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装置の特定の向きに依存する。本明細書に記載の主題は、様々な別の向きを想定し得る。
よって、これらの方向を示す用語は、厳密に定義されるものではなく、狭義に解釈されて
はならない。
【０２４９】
　本発明の実施は、特別に設計されたハードウェア、コンフィギュラブルハードウェア（
configurable hardware）、このデータプロセッサ上で実行可能な（任意選択的に「ファ
ームウェア」を含み得る）ソフトウェアの規定によって構成されるプログラマブルデータ
プロセッサ、本明細書で詳細に説明した方法の１つ以上を実行するように特別にプログラ
ム、設定、または構成された専用コンピュータもしくはデータプロセッサ、および／また
はこれらの２つ以上の組み合わせ、を用いて実現し得る。特別に設計されたハードウェア
の例は、論理回路、特定用途向け集積回路（「ＡＳＩＣ」）、大規模集積回路（「ＬＳＩ
」）、超大規模集積回路（「ＶＬＳＩ」）などである。コンフィギュラブルハードウェア
の例は、プログラマブルアレイロジック（「ＰＡＬ」）、プログラマブルロジックアレイ
（「ＰＬＡ」）、およびフィールドプログラマブルゲートアレイ（「ＦＰＧＡ」）のよう
な１つ以上のプログラマブルロジックデバイスである。プログラマブルデータプロセッサ
の例は、マイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（「ＤＳＰ」）、組み込みプロセ
ッサ、グラフィックプロセッサ、数値演算コプロセッサ、汎用コンピュータ、サーバコン
ピュータ、クラウドコンピュータ、メインフレームコンピュータ、コンピュータワークス
テーションなどである。例えば、超音波レビューステーションまたは超音波レビュー／イ
メージングシステムまたは超音波イメージング装置または超音波アーカイブシステムのた
めの制御回路内の１つ以上のデータプロセッサによって、プロセッサがアクセスできるプ
ログラムメモリ内のソフトウェア命令を実行することにより、および／または論理回路も
しくはＦＰＧＡのようなコンフィギュラブルデバイスに構成されたロジックに従ってデー
タを処理することにより、本明細書に記載の方法を実施し得る。
【０２５０】
　処理は、集中型または分散型であってよい。分散型の処理の場合には、ソフトウェアお
よび／またはデータを含む情報は、集中的または分散的に保持され得る。そのような情報
を、様々に異なる機能ユニット間で、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイドエ
リアネットワーク（ＷＡＮ）、もしくはインターネットのような通信ネットワーク、有線
もしくは無線のデータリンク、電磁信号、または他のデータ通信チャネルを介して、交換
し得る。
【０２５１】
　プロセスもしくはブロックを所定の順序で提示しているが、別の例では、異なる順序で
ステップを含むルーチンを実行してよく、または異なる順序でブロックを含むシステムを
採用してよく、さらに、一部のプロセスもしくはブロックを削除、移動、追加、分割、併
合、および／または変更することで、別の組み合わせまたはサブコンビネーションを提供
し得る。これらのプロセスもしくはブロックの各々は、様々に異なる方法で実装してよい
。また、プロセスもしくはブロックのタイミングは、直列に実行されるものとして示して
いるが、これに代えて、これらのプロセスもしくはブロックを、並列に実行してよく、あ
るいは異なるタイミングで実行してよい。
【０２５２】
　本発明のいくつかの態様は、プログラムプロダクトの形態で提供されることがある。プ
ログラムプロダクトは、データプロセッサによって実行されることで本発明の方法（例え
ば、超音波装置により実行される方法、またはレビュー／イメージングシステムにより実
行される方法）をデータプロセッサに実行させるコンピュータ可読命令のセットを保持し
た非一時的媒体を含み得る。本発明によるプログラムプロダクトは、多種多様な形態のい
ずれかであり得る。プログラムプロダクトは、例えば、フロッピディスケット、ハードデ
ィスクドライブを含む磁気データ記憶媒体、ＣＤ‐ＲＯＭ、ＤＶＤを含む光データ記憶媒
体、ＲＯＭ、フラッシュＲＡＭ、ハードワイヤードチップもしくは予めプログラムされた
チップ（例えば、ＥＥＰＲＯＭ半導体チップ）、ナノテクノロジメモリを含む電子データ
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可読信号は、任意選択的に、圧縮または暗号化されたものであり得る。
【０２５３】
　いくつかの実現形態では、本発明はソフトウェアで実装され得る。より明確にするため
に、「ソフトウェア」は、プロセッサ上で実行される命令を含み、さらに、（限定するも
のではないが）ファームウェア、常駐ソフトウェア、マイクロコードなどを含み得る。処
理ハードウェアとソフトウェアは共に、当業者には周知のように、全体的もしくは部分的
に、集中型もしくは分散型（またはそれらの組み合せ）であり得る。例えば、ソフトウェ
アおよび他のモジュールには、ローカルメモリを介して、ネットワークを介して、ブラウ
ザもしくは分散コンピューティングコンテキストの他のアプリケーションを介して、また
は上記の目的に適した他の手段によって、アクセス可能であり得る。
【０２５４】
　上記で構成要素（例えば、ソフトウェアモジュール、プロセッサ、アセンブリ、デバイ
ス、回路など）に言及している場合には、特に指定のない限り、その構成要素への言及は
（「手段」と呼ぶことも含めて）、その構成要素の均等物として、記載の構成要素の機能
を実行する（すなわち、機能的に等価である）あらゆる構成要素を含むものと解釈される
べきであり、本発明の図示した例示的実施形態での機能を実行する構成要素であって、開
示の構造と構造的に等価ではないものを含んでいる。
【０２５５】
　システム、方法、および装置の具体例は、説明を目的として、本明細書で記載している
。これらは例にすぎない。本明細書で提示する技術は、上記の例示的なシステム以外のシ
ステムに適用することができる。本発明の実施の範囲内で、数多くの変更、変形、追加、
省略、および置換が可能である。本発明は、記載の実施形態に対する、当業者には明らか
であろう変形を含み、特徴、要素、および／もしくは動作を均等な特徴、要素、および／
もしくは動作で置き換えること、異なる実施形態からの特徴、要素、および／もしくは動
作を組み合わせおよび対応付けすること、本明細書に記載の実施形態からの特徴、要素、
および／もしくは動作を、他の技術の特徴、要素、および／もしくは動作と組み合わせる
こと、ならびに／または記載の実施形態で組み合わせている特徴、要素、および／もしく
は動作を省略すること、により得られる変形を含む。
【０２５６】
　よって、今後導入される請求項は、合理的に推論され得るような、かかる変更、置換、
追加、省略、およびサブコンビネーションのすべてを含むと解釈されるものである。請求
項の範囲は、それらの例に記載の好ましい実施形態によって限定されるべきではなく、全
体として本明細書に矛盾しない最も広義の解釈が与えられるべきである。
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